
小(低） 小(中） 小(高） 中

F 音楽
オーケス

トラ等
札幌交響楽団 ○ ○ ○ ○ 札響ジュニアクラシック～オーケストラと遊ぼう！～

■J.シュトラウス／ラデツキー行進曲
■モーツァルト／セレナード第13番ト長調K.525「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」第1楽章
■チャイコフスキー／バレエ「くるみ割り人形」より“花のワルツ”
■≪楽器体験コーナー：歌劇「カルメン」より“トレアドール”≫
■≪指揮者体験コーナー：ハンガリー舞曲第5番≫
■ブラームス／ハンガリー舞曲第5番
■≪みんなで歌おう～訪問校校歌≫
■外山雄三／管弦楽のためのラプソディ　等

F 音楽
オーケス

トラ等
東京シティ・フィルハーモニック
管弦楽団

○ ○ ○ ○ ≪東京シティ・フィルと一緒にオーケストラの響きを楽しもう！≫

【共通】
◆杉本竜一／ビリーブ　◆菅野よう子／花は咲く
◆シベリウス／交響詩「フィンランディア」
◆各学校校歌（オーケストラ・アレンジバージョン）
【小学校】
◆ビゼー／歌劇「カルメン」より前奏曲
◆ブラームス／ハンガリー舞曲第5番
【中学校】
◆ロッシーニ／歌劇「ウィリアム・テル」より“スイス軍の行進”
◆ベートーヴェン／交響曲第5番「運命」より第1楽章　等

F 音楽 音楽劇 ミラマーレ・オペラ ○ ○ ○ ○ オペラ「てかがみ」 戦争と昭和の記憶を風化させないために

オペラ「てかがみ」
作曲：池辺晋一郎　　台本：平石耕一
演出：三浦安浩　　　 振付：三浦奈綾
構成：松山郁雄

F 演劇 児童劇 劇団うりんこ ○ ○ ○ ○ 学校ウサギをつかまえろ

「学校ウサギをつかまえろ」
原作：　岡田淳　（「学校うさぎをつかまえろ」偕成社）
脚本/演出：　田辺剛（下鴨車窓）
舞台美術：　方勝　　　  衣装：木場絵里香
音楽/音響：　ノノヤママナコ
照明：四方あさお　　　　振付：下出祐子

F 演劇 児童劇 有限会社　劇団かかし座 ○ ○ ○ -
Wonder Shadow Labo
（よみ）ワンダー シャドウ ラボ

「Wonder Shadow Labo」
脚本・構成・演出／後藤圭
「シェトの冒険」台本／若林一郎　　音楽／石川洋光　　児童参加プラン（脚本・構成・演出変更、監修）／
太宰久夫・後藤圭
舞台美術／齋藤浩樹　　　　　衣裳／中矢恵子
共演児童衣裳／小林巨和　　振付／楠原竜也
児童参加部分の振付/神崎由布子　
音響／山北史郎（山北舞台音響）
照明／坂本義美（龍前舞台照明研究所）
影絵美術監修／後藤圭
影絵美術／劇団かかし座美術部、小田純治、小島直子、とうたいよう

F 演劇 児童劇 株式会社　劇団芸優座 ○ ○ ○ - おしばいって、おもしろい！
『 一休さん 』二幕四場
作：　平塚仁郎
演出：　村田里絵

R2
（継続）

F 演劇 演劇 劇団俳小 ○ ○ ○ ○ トキワ荘の夏

『トキワ荘の夏』
作・演出/竹内一郎
舞台美術/内山勉
照明プラン/竹井崇
音響プラン/射場重明
音楽／歌唱指導/平岩佐和子
衣装デザイン/五十嵐博子
演出助手/勝山了介
演出補/勝山了介
舞台監督/手塚耕一

F 演劇
ミュージ

カル
劇団ショーマンシップ ○ ○ ○ ○ 現代の子供たちへ伝えたい！世界名作劇場

「ノートルダム物語」
原作：ヴィクトル・ユゴー
脚色・演出：市岡洋
音楽：山浦弘志
振付：近藤勇人
パントマイムコーディネート：TEN-SHO

F 舞踊 バレエ 小林紀子バレエ・シアター ○ ○ ○ ○ ～ ようこそ！バレエの世界へ！～

メイン演目『ソリテイル』
振付：ケネス・マクミラン（英国）
作曲：マルコム・アーノルド（英国）
初演：1956年6月7日　サドラーズ・ウェルズ・バレエ団（英国）
その他演目
①Movement Caprice、②アタックtoバレエ
③コート・ダンス・パレード

F 舞踊
現代
舞踊

特定非営利活動法人
国際文化交流促進協会
カルティベイト

○ ○ ○ ○ ‐日韓トップダンサー夢の競演‐　『これがヒップホップダンス！』

-日韓トップダンサー夢の競演-
『これがヒップホップダンス！』
企画／制作：堅田浩巳、堅田政明
構成／演出：今城裕治
振　　　付：江頭耕治
監　　　修：姉小路公孝

F
伝統
芸能

歌舞伎
・能楽

大蔵流狂言　山本会 - ○ ○ - 教科書に載っている狂言「柿山伏」「附子」
■狂言「柿山伏」
■狂言「附子」

F
伝統
芸能

歌舞伎
・能楽

一般社団法人三宅狂言会 ○ ○ ○ ○ みんなが主役！　　狂言「茸（くさびら）」
■狂言「盆山」
■狂言「茸」

F
伝統
芸能

邦楽 津軽三味線　あべや ○ ○ ○ ○ 津軽三味線・民俗芸能　邦楽ユニットLIVE！

❶白狐の嫁入り(オープニング演出)
❷妖気太鼓(和太鼓)　 ❸輪五(津軽三味線と和太鼓)
❹竹風(尺八) ❺嵐(津軽三味線と尺八)
❻津軽三味線曲弾き対決(津軽三味線)
❼関東一番太鼓(和太鼓)
❽体験/太鼓教室（和太鼓体験）
❾民謡：よさこい節(四国)等
❿地元の民謡
⓫体験/牛深ハイヤ節　⓬安来節
⓭江戸寿獅子舞 ⓮体験/ソーラン節
⓯校歌合奏 ⓰津軽じょんがら節
⓱"フィナーレ"銭太鼓

F
伝統
芸能

演芸 関西演芸協会 ○ ○ ○ ○ 上方演芸寄席

■漫　才　 上方漫才師による漫才
■寄席囃子の紹介と実演
■上方落語　■大喜利
■色　物　（日本手品、太神楽、等々・・上方芸能を主体にした寄席の色物）
■はめもの落語　　（上方落語特有の珍しいはめもの落語の実演、寄席囃子も高座横で実演）
演目:七度狐　（しちどきつね）

F
メディア

芸術
メディア
アート等

WOW ○ ○ ○ - BAKERU ー デジタルアートで「体感」する郷土芸能の世界 ー

BAKERUは東北に古くから伝わる4つの郷土芸能（なまはげ、早乙女、鹿踊、加勢鳥）をモチーフにした、
体験型のデジタルアート作品です。スクリーンの前に立って顔に体験用のお面をつけると自分の姿が変
化し、それぞれの芸能の世界観で様々な体験ができます。現代的な視点と新しい表現を通して伝統文化
に触れることで、その奥深さを広く知ってもらうことを目的にしています。

1日目【芸能実演とワークショップ】
2日目【デジタルアート体験】

B・C・D・F 音楽
オーケス

トラ等
ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団 ○ ○ ○ ○

♪心に響くハーモニー♪
オペラハウス専属オーケストラで聴くオペラの名曲！

●ビゼー/歌劇「カルメン」より　前奏曲
●楽器紹介
●マスカーニ/歌劇「カヴァレリア・ルスティカーナ」より間奏曲
●オペラ・アリア
●校歌合唱
●指揮者体験コーナー　ビゼー/歌劇「カルメン」より　前奏曲
●共演コーナー　杉本　竜一/ビリーヴ
●チャイコフスキー　/バレエ組曲「くるみ割り人形」より　” 花のワルツ ”
●シュトラウスⅠ世　/ラデツキー行進曲　等

D・E・F 演劇 児童劇 劇団うりんこ ○ ○ ○ ○ ともだちや　－あいつもともだちー

「ともだちや　－あいつもともだち－」
原作：内田麟太郎　(「ともだちや」「あいつもともだち」「ともだちごっこ」偕成社)
脚本・演出：佃　典彦(Ｂ級遊撃隊)
美術：青木拓也　　衣装：木場絵里香　　　　音楽：内田アダチ　音響：椎名KANS　　　振付：下出祐子

※新型コロナウイルス感染症拡大予防対策については，実施決定後に令和3年4月以降の状況及び令和3年度予算等を勘案し，文化庁(事務局)，実施団体，実施校間において，

必要事項を検討・調整の上で実施予定です。このため，各企画の出演希望調書では通常規模の公演を想定した企画内容を記載しています。

※複数年度実施欄に「R1」の記載がある団体は令和元年度から，「R2」の記載がある団体は令和2年度から，「R3」の記載がある団体は令和3年度から3年間同じブロックで

公演を行う団体です。

※http://www.kodomogeijutsu.go.jp/junkai/kouen.htmlから、団体のホームページや現在実施されている令和2年度の情報を閲覧することができます。

令和3年度文化芸術による子供育成総合事業-巡回公演事業-公演団体一覧【Fブロック】

【A区分・B区分団体】

【C区分団体】

演目/企画
複数年度

実施
ブロック 分野 種目 公演団体名

対象学年

企画名



F218 F223 F312 F402 F404 F1603 F501 F603 F706 F805 F912 F936 F1109 F1315 F1502 K256 K430

札幌交響楽団
東京シティ・

フィルハーモニック
管弦楽団

ミラマーレ・オペラ 劇団うりんこ
有限会社
劇団かかし座 株式会社劇団芸優座 劇団俳小

劇団ショーマン
シップ

小林紀子
バレエ・シアター

特定非営利活動法人
国際文化交流促進協会
カルティベイト

大蔵流狂言　山本会
一般社団法人
三宅狂言会

津軽三味線　あべや 関西演芸協会 WOW
ザ・カレッジ・
オペラハウス
管弦楽団

劇団うりんこ

F F F F F F F F F F F F F F F B/C/D/F D/E/F
オーケストラ等 オーケストラ等 音楽劇 児童劇 児童劇 児童劇 演劇 ミュージカル バレエ 現代舞踊 歌舞伎・能楽 歌舞伎・能楽 邦楽 演芸 メディアアート等 オーケストラ等 児童劇
なし なし なし なし なし なし なし なし なし あり なし あり なし なし あり なし なし

6月1日 火 ○ ○ ○ ○ ○
6月2日 水 ○ ○ ○ ○ ○
6月3日 木 ○ ○ ○ ○ ○
6月4日 金 ○ ○ ○ ○ ○
6月5日 土 ○
6月6日 日 ○
6月7日 月 ○ ○ ○ ○ ○
6月8日 火 ○ ○ ○ ○ ○
6月9日 水 ○ ○ ○ ○
6月10日 木 ○ ○ ○ ○
6月11日 金 ○ ○ ○ ○
6月12日 土 ○
6月13日 日 ○
6月14日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月15日 火 ○ ○ ○ ○ ○
6月16日 水 ○ ○ ○ ○ ○
6月17日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月18日 金 ○ ○ ○ ○ ○
6月19日 土 ○ ●
6月20日 日 ● ○ ●
6月21日 月 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●
6月22日 火 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
6月23日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月24日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月25日 金 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月26日 土 ● ● ○ ○ ○
6月27日 日 ● ● ○ ○ ○
6月28日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月29日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月30日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月1日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月2日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月3日 土 ● ○ ○ ○ ○
7月4日 日 ● ○ ○ ○ ○
7月5日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
7月6日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月7日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月8日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月9日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月10日 土 ● ○ ○ ○
7月11日 日 ● ○ ○ ○
7月12日 月 ○ ○ ○ ○ ○
7月13日 火 ○ ○ ○ ○
7月14日 水 ○ ○ ○ ○
7月15日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月16日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月17日 土 ● ○
7月18日 日 ○
7月19日 月 ○
7月20日 火 ○
7月21日 水 ○
7月22日 木 ○
7月23日 金 ○
7月24日 土 ○
7月25日 日 ○
7月26日 月 ○
7月27日 火 ○
7月28日 水 ○
7月29日 木 ○
7月30日 金 ○
7月31日 土 ○
8月1日 日 ○
8月2日 月 ○
8月3日 火 ○
8月4日 水 ○
8月5日 木 ○
8月6日 金 ○
8月7日 土 ○
8月8日 日 ○
8月9日 月 ○
8月10日 火 ○
8月11日 水 ○
8月12日 木 ○
8月13日 金 ○
8月14日 土 ○
8月15日 日 ○
8月16日 月 ○
8月17日 火 ○
8月18日 水 ○
8月19日 木 ○
8月20日 金 ○
8月21日 土 ○
8月22日 日 ○
8月23日 月 ○
8月24日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月25日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月26日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月27日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月28日 土 ○ ○
8月29日 日 ○ ○
8月30日 月 ○ ● ○ ○ ○ ○
8月31日 火 ● ○ ○ ○ ○ ●
9月1日 水 ● ○ ○ ○ ○ ○
9月2日 木 ● ○ ○ ○ ○ ○
9月3日 金 ○ ● ○ ○ ○ ○
9月4日 土 ● ● ○ ●
9月5日 日 ● ● ● ○ ●
9月6日 月 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
9月7日 火 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月8日 水 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月9日 木 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月10日 金 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月11日 土 ○ ○ ● ○ ○ ○
9月12日 日 ● ○ ● ○ ○ ○
9月13日 月 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月14日 火 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月15日 水 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月16日 木 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月17日 金 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月18日 土 ● ○ ● ○ ○
9月19日 日 ● ○ ● ○ ○
9月20日 月 ● ○ ● ○ ○
9月21日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月22日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月23日 木 ● ○ ○
9月24日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月25日 土 ● ○ ○
9月26日 日 ● ○ ○
9月27日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月28日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
9月29日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月30日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月1日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月2日 土 ● ○ ○
10月3日 日 ○ ○
10月4日 月 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月5日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

前日仕込みの有無

C区分団体A・B区分団体

巡回ブロック
種目

カレンダー　1 / 2 ページ
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札幌交響楽団
東京シティ・

フィルハーモニック
管弦楽団

ミラマーレ・オペラ 劇団うりんこ
有限会社
劇団かかし座 株式会社劇団芸優座 劇団俳小

劇団ショーマン
シップ

小林紀子
バレエ・シアター

特定非営利活動法人
国際文化交流促進協会
カルティベイト

大蔵流狂言　山本会
一般社団法人
三宅狂言会

津軽三味線　あべや 関西演芸協会 WOW
ザ・カレッジ・
オペラハウス
管弦楽団

劇団うりんこ

F F F F F F F F F F F F F F F B/C/D/F D/E/F
オーケストラ等 オーケストラ等 音楽劇 児童劇 児童劇 児童劇 演劇 ミュージカル バレエ 現代舞踊 歌舞伎・能楽 歌舞伎・能楽 邦楽 演芸 メディアアート等 オーケストラ等 児童劇
なし なし なし なし なし なし なし なし なし あり なし あり なし なし あり なし なし前日仕込みの有無

C区分団体A・B区分団体

巡回ブロック
種目

10月6日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月7日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月8日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月9日 土 ○ ○ ○
10月10日 日 ○ ○
10月11日 月 ○ ○
10月12日 火 ○ ● ○ ○ ○ ○
10月13日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月14日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月15日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月16日 土 ○ ○
10月17日 日 ● ○ ● ○
10月18日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月19日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月20日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月21日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月22日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月23日 土 ● ○ ○ ○
10月24日 日 ● ○ ○ ○
10月25日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月26日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月27日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月28日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月29日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月30日 土 ● ○ ○
10月31日 日 ● ○ ○
11月1日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月2日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月3日 水 ● ○ ○
11月4日 木 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
11月5日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月6日 土 ● ○ ○
11月7日 日 ● ● ○ ○
11月8日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月9日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月10日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月11日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月12日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月13日 土 ○ ● ○ ○
11月14日 日 ● ○ ○
11月15日 月 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月16日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月17日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月18日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月19日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月20日 土 ○ ● ● ○ ○
11月21日 日 ● ● ○ ○
11月22日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月23日 火 ● ○ ○ ○ ○
11月24日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月25日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月26日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月27日 土 ● ○ ○
11月28日 日 ● ○ ○
11月29日 月 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月30日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月1日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月2日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月3日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月4日 土 ● ○ ○
12月5日 日 ● ○ ○
12月6日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月7日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月8日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月9日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月10日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月11日 土 ● ○ ○
12月12日 日 ● ○ ○
12月13日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月14日 火 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月15日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月16日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月17日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月18日 土 ○ ● ○ ○ ○
12月19日 日 ○ ○ ○
12月20日 月 ○ ○ ○ ○ ○
12月21日 火 ○ ○ ○ ○ ○
12月22日 水 ○ ○ ○ ○ ○
12月23日 木 ○ ○ ○ ○
12月24日 金 ○ ○ ○ ○
12月25日 土 ○ ○
12月26日 日 ○ ○
12月27日 月 ○ ○
12月28日 火 ○
12月29日 水 ○
12月30日 木 ○
12月31日 金 ○
1月1日 土 ○
1月2日 日 ○
1月3日 月 ○
1月4日 火 ○ ○
1月5日 水 ○ ○
1月6日 木 ○ ○ ○ ○
1月7日 金 ○ ○ ○ ○
1月8日 土 ○ ○ ●
1月9日 日 ○ ○ ●
1月10日 月 ○ ○ ●
1月11日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月12日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月13日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月14日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月15日 土 ○ ○ ○
1月16日 日 ○ ○ ○
1月17日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月18日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月19日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月20日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月21日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月22日 土 ○ ○ ○
1月23日 日 ○ ○ ○
1月24日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月25日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月26日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月27日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月28日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月29日 土 ○ ○
1月30日 日 ○ ○
1月31日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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演奏者プロフィール 令和2年度
文化芸術による子供育成総合事業

―巡回公演事業―
じゅん かい　こう　 えん　 じ　 ぎょう

ぶん　 か　 げい  じゅつ　　　　　　　　    こ　  ども  いく   せい　そう　ごう　 じ   ぎょう

れい　 わ　 に　 ねん   ど

我が国の一流の文化芸術団体が、小学校・中学校等において公演し、子供たちが優れた舞台

芸術を鑑賞する機会を得ることにより、子供たちの発想力やコミュニケーション能力の育成、

将来の芸術家の育成や国民の芸術鑑賞能力の向上につなげることを目的としています。

事前のワークショップでは、子供たちに実演指導又は鑑賞指導を行います。また、実演では、

できるだけ子供たちにも参加してもらいます。

  わ　　　 くに　      いちりゅう　　 ぶん  か   げいじゅつだん  たい　　　　  しょうがっこう       ちゅうがっ こう  など　　　　　　　　     こう  えん　　　     こ　ども　　　　　　　   すぐ                 ぶ   たい

 げいじゅつ      かんしょう                  き   かい         え                                             　  こ   ども                       はっ そうりょく                                                              　　 のうりょく       いく  せい 

しょうらい         げいじゅつ  か         いく  せい        こく  みん         げいじゅつかんしょう のう りょく       こう じょう　　　　　　　　　　　　　　　　       もく てき

  じ   ぜん       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  こ   ども                      じつ  えん   し   どう  また　　  かんしょう  し   どう　　 おこな　　　　　　　　　　　　　      じつ  えん

　　　　　　　　　　　    こ   ども　　　　　　　　     さん    か

「文化芸術による子供育成総合事業 ―巡回公演事業―」
ぶん      か      げい　じゅつ                                　 こ      ども　 いく    せい　 そう　 ごう      じ     ぎょう                  じゅん   かい     こう     えん　   じ     ぎょう

オーケストラ公演

札幌交響楽団演奏会札幌交響楽団演奏会札幌交響楽団演奏会

こう　   えん

さ っ 　 　 　 　  　 　ぽ ろ 　 　 　   こ う 　 　 　    き ょ う 　 　 　  　 が く 　 　 　 　 　 だ ん 　 　　　 　  え ん 　 　 　    そ う 　 　 　 　    か い

桐朋学園大学指揮科卒業。指揮

を斎藤秀雄氏、ピアノを井口

愛子氏に師事。1980年ウィー

ン国立音楽大学に留学しオト

マール･スウィトナー氏に師事。

これまでに東京フィル指揮者

(1986-1991)、仙台フィル常

任指揮者(1989-1999)、札幌

交響楽団正指揮者(1998-

2001)、名古屋フィル正指揮

者(2011-2019.3)などを務

め、数多くの公演を共にしてきた。

N響、読響、新日本フィル、東京フィル、東響、大阪フィル、九響を

はじめとするほとんどの国内オーケストラ、海外ではプラハ交

響楽団、BBCウェールズ交響楽団、ベルゲン･フィル、フランス･

ブルターニュ管弦楽団に客演し、深い音楽性と適確な指揮で多

くの聴衆を魅了。テレビ等の番組にも定期的に出演するなど、幅

広い活躍を続けている。

円光寺 雅彦（指揮）

1961年発足。北海道唯一のプロ･オーケストラとして、「札

響」の愛称で半世紀をこえて親しまれてきた。透明感のあ

るサウンドとパワフルな表現力は、国内はもとより海外で

も評価が高い。最高の音響を誇る札幌コンサートホール

Kitaraに加え、札幌の新たな芸術拠点となる札幌文化芸術

劇場hitaruを会場とする定期演奏会のほか、北海道内各地

や東京での定期公演、青少年向け演奏会など年間の公演回

数は約120回。さらにアウトリーチ活動にも積極的に取り

組んでいる。

札幌交響楽団　Sapporo Symphony Orchestra

Photo:Y.Fujii

Masahiko Enkoji, Conductor

出演日：10/27～10/29

1993年大阪府出身。東京

藝術大学音楽学部指揮科

を卒業最優秀賞であるア

カンサス賞を受賞して卒

業。指揮を尾高忠明、藏野

雅彦、高関健、田中良和の

各氏に、ヴァイオリンを

澤和樹、曽我部千恵子両

氏に師事。藝大在学中に

はダグラス･ボストック、

パーヴォ･ヤルヴィ両氏

のマスタークラスを受講。

東京シティ･フィルの指揮研究員を務めて指揮者としての

才能を花開かせ、2019年4月に札幌交響楽団指揮者に就

任。これまでに東京シティ･フィル、札幌交響楽団、大阪交

響楽団、群馬交響楽団、山形交響楽団、仙台フィル、名古屋

フィルに客演。これからの音楽界を担う期待の指揮者の

一人と注目されている。

松本 宗利音（指揮）Shurihito Matsumoto, Conductor

出演日：11/24～11/27

Photo:K.Miura

1977年にユネスコの要請で設立された国際音楽評議会という会議で、翌年の1978年から毎年10月1日

を、世界の人々 が音楽を通じてお互いに仲良くなり交流を深めていくために「国際音楽の日」とすること

としました。

日本では、1994年から毎年10月1日を「国際音楽の日」と定めています。

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 がつついたち　　　　  こく  さい  おん  がく　　　  ひ

知ってますか？ ～10月1日は「国際音楽の日」です～
　　　　  ねん　　　　　　　　　　　　 ようせい　　 せつりつ　　　　　　 こくさいおんがくひょうぎ かい　　　　　　かい  ぎ          よくねん　　　　　　　 ねん　　　　まいとし　　がつついたち

　　   せ  かい　　ひとびと　   おんがく　　つう　　　　　　たが　　　　なか よ　　　　　　こうりゅう　　ふか　　　　　　　　　　　　　　　 こくさいおんがく　　  ひ

に ほん　　　　　　　　　　  ねん　　　　まい とし　　 がつついたち　　 こくさいおんがく　　  ひ　　　  さだ

とうほう

さいとう

あいこ

こくりつ おんがく だいがく りゅうがく

し

とうきょう

せんだい じょう

にん しきしゃ さっぽろ

こうきょうがくだん せい しきしゃ

なごや せい しき

しゃ つと

かず おお こうえん とも

きょう よみきょう しんにほん とうきょう とうきょう おおさか きゅうきょう

こくない かいがい こう

きょうがくだん こうきょうがくだん

かんげんがくだん きゃくえん ふか おんがくせい てきかく しき おお

ちょうしゅう みりょう とう ばんぐみ ていきてき しゅつえん はば

ひろ かつやく つづ

しきしゃ

しじ

し しじ ねん

ひでお し いぐち

がくえん だいがく しきか しきそつぎょう

えんこうじ まさひこ
しき

まつもと しゅうりひと
しき

ねん

げいじゅつだいがくおんがくがくぶ しきか

そつぎょうさいゆうしゅうしょう

しょう じゅしょう そつ

ぎょう しき おたか ただあき くらの

まさひこ たかせき けん たなか よしかず

かくし

さわ かずき そがべ ちえこ りょう

し しじ げいだい ざいがくちゅう

りょうし

じゅこう

とうきょう しき けんきゅういん つと しきしゃ

さいのう ねん がつ さっぽろこうきょうがくだん

さっぽろこうきょうがくだん おおさか  こう

しきしゃ しゅうはな  ひら

にん とうきょう

きょうがくだん ぐんまこうきょうがくだん やまがたこうきょうがくだん せんだい なごや

きゃくえん おんがくかい にな きたい しきしゃ

ひとり ちゅうもく

おおさかふ しゅっしん とうきょう

ねんほっそく ほっかいどうゆいいつ さっ

きょう

ひょうげんりょく こくない かいがい

ひょうか たか さいこう おんきょう ほこ さっぽろ

くわ さっぽろ あら げいじゅつきょてん さっぽろぶんかげいじゅつ

げきじょう かいじょう ていきえんそうかい ほっかいどうないかくち

とうきょう ていきこうえん せいしょうねん む えんそうかい ねんかん こうえん かい

すう やく かい かつどう せっきょくてき と

く

あいしょう はんせいき した とうめいかん



オーケストラ楽器のいろいろ今日の曲目

現在の「オーケストラ」という言葉の語源は、古代ギリ

シャの円形劇場の舞台と客席の間の平土間の部分で、

「オルケストラ」と呼んでいたところをさすものです。

オペラで器楽奏者達が演奏する場所が、16世紀頃より舞

台の前に位置するようになってから、日本語でいう管弦

楽団をそう呼ぶようになりました。

いずれも4本の弦を有し（コントラバスには5弦もある）、

主に弓で弦をこすって音を鳴らします。

ヴァイオリンはその中で主なメロディーの演奏を受け持

つことが多く、第1ヴァイオリン、第2ヴァイオリンに分か

れます。

ヴィオラはアルトの声域を受け持ち、楽器はヴァイオリン

よりひとまわり大きくなります。

チェロは正確にはヴィオロン・チェロですが、略してチェ

ロと呼んでいます。音域はヴィオラの1オクターブ下で、

その音色はテノールの響きのようです。

オーケストラの土台となる低音部を受け持つのがコント

ラバスで、もう人間の声では到底出せない音域です。

その他の弦楽器としてはハープがあり、47本の弦を有し

7個のペダルの操作によって音程を変えることができます。

フルートは、昔は黒檀などの堅い木をくり抜いて作られた

ものでしたが、現在では金や銀のものがほとんどです。

ピッコロはフル－トの約半分の長さで、1オクターブ高い

音域をもっています。

オーボエは縦笛の仲間で、植物の葦を薄く削った「リー

ド」を2枚重ねて束ねたものに息を吹き込み振動させて

音を出します。

クラリネットは、1枚のリードを「マウスピース」という歌口

に固定して、その間に息を吹き込み、その振動を楽器の

管に伝えて音を出します。

ファゴットは、イタリア語で「薪の束」という意味で、木管

楽器の低音部を受け持ち、オーボエと同じく2枚のリード

を振動させて音を出します。

いずれもマウスピースに唇をつけ、唇を震わせて音を出し

ます。

ホルンはかたつむりの様な形をしており、角笛から発達

した楽器で、ベル（音が出るところ）が後を向いているの

が特徴です。

トランペットは金管楽器の最高音を受け持ち、華やかで

勇ましい音色です。

トロンボーンは、唯一スライドを動かして音程を変える仕

組みを持っています。オーケストラでは、アルト、テノール、

バスの3種類の楽器が使われます。

テューバは金管楽器で最低音を受け持ち、弦楽器ではコ

ントラバスの音域にあたります。

叩いて音の出るものはすべて打楽器といえます。

ティンパニは最も重要な打楽器で、なべの様なかたちを

　　しており、ペダルによって音程を変えることがで

　きます。

　ほかにオーケストラでしばしば使われる  

打楽器として、大太鼓、小太鼓、シンバル、

トライアングル、タンブリン、カスタネッ

ト、鉄琴、木琴など、数多くあります。

以上が通常使用される主な楽器です

が、現代のオーケストラでは、ここでは

紹介しきれない様々な楽器がまだまだ

たくさん使われています。

フルート（ピッコロ）、オーボエ、
クラリネット、ファゴット木管楽器

もっ     かん 　がっ   　き

ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、
コントラバス＆ハープ弦 楽 器

げん　　　 がっ　　 　 き

ホルン、トランペット、トロンボーン、
テューバ金管楽器

きん　 かん  　がっ　　き

ティンパニ、大太鼓、小太鼓、
シンバル、トライアングル ほか打 楽 器

だ　　　   がっ　　　  き

J.シュトラウス（1804～1849）

ラデツキー行進曲
「ワルツの父」と称されるヨハン・シュトラウスは、オー

ストリア帝国のウィーンを中心に活躍した作曲家、指

揮者、ヴァイオリニストです。ラデツキー行進曲は、

1848年革命の最中に、当時はオーストリア領であった

北イタリアの独立運動を鎮圧したヨーゼフ・ラデツ

キー将軍を称えて作曲されました。クラシック音楽作品

全体でみても有数の人気曲で、誰でも聴いたことがあ

るでしょう。

モーツァルト（1756～1791）

セレナード第13番 ト長調 K.525
「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」より
第1楽章
モーツァルトはオーストリアのザルツブルクに生ま

れ、35歳の若さでウィーンに没しましたが、その短い

生涯に約700もの作品を残しています。数多くの名曲

の中でも最も有名な曲の一つが、弦楽合奏曲「アイネ・

クライネ・ナハトムジーク」です。「小さな夜の曲（小夜

曲）」と訳されるこの作品は、モーツァルトの天真爛漫

な性格そのままに、明るく楽しく、しかも気品に満ち

た曲想で親しまれている名曲です。

チャイコフスキー（1840～1893）

バレエ「くるみ割り人形」より
“花のワルツ”
ロシアを代表する作曲家チャイコフスキーは、美しいメ

ロディーと、豪華なオーケストレーションで人気があり

ます。「くるみ割り人形」は「白鳥の湖」「眠りの森の美

女」と並んで彼の三大バレエと呼ばれています。

「くるみ割り人形」はクリスマスの夜のお話です。主人公

のクララがプレゼントに貰ったくるみ割り人形が、王子

様に変身しておとぎの国の祝宴に誘います。各国の民

族舞踊が踊られ、クララは楽しいひとときを過ごします

が、すべては夢の中の出来事であったというメルヘンの

世界です。“花のワルツ”は全曲中もっとも華やかで有

名な曲といえるでしょう。ハープによるロマンティック

な導入から、管楽器、弦楽器にいたるまで魅力的なメロ

ディーがあらわれる、軽やかで華麗なワルツです。

ブラームス（1833～1897）

ハンガリー舞曲 第5番
ブラームスは、バッハ、ベートーヴェンと並ぶドイツの大

作曲家です。三人の姓がともにBで始まることから、こ

の三人は「三大B」とも言われます。

ハンガリー舞曲は、ジプシーの踊りの音楽をもとにブ

ラームスが作曲したものです。第5番がとりわけ有名

で、テレビのコマーシャルなどでもよく使われますので、

聴き覚えがあることでしょう。

外山雄三（1931～）

管弦楽のためのラプソディ
「あんたがたどこさ」「ソーラン節」「炭坑節」「八木節」な

ど日本古来の伝統的音楽を素材としたユニークな作品

です。指揮者としても有名な作曲者が1960年にNHK

交響楽団の海外ツアーのアンコール演奏用に作曲し、

圧倒的な人気を博しました。拍子木やウチワ太鼓、締太鼓、

チャンチキなどの日本の伝統打楽器が活躍するリズミ

カルで即興的な作品で、誰もがどこかで聴いたことのあ

る日本民謡のメロディが、西洋オーケストラの持つ豊か

な色彩感によって華やかに奏でられます。

げん  ざい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こと    ば          　ご    げん 　　　  　 こ    だい

　　　　　　　　えん けい  げき じょう　　 　 ぶ   たい     　 きゃく せき　 　 あいだ　　　ひら   ど      ま          　 ぶ   ぶん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

　　　　　　　　　　 き   がく そう しゃ   たち　　　えん そう　　　　 　  ば   しょ　　　　　 　　せい   き   ころ          　　  ぶ

 たい　　　まえ　　  　い　 ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に  ほん    ご                    　　かん げん

 がく だん　　　　　　 　　よ

　　　　　　　　　　　  ほん　　　 げん　　　ゆう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　げん

おも　　　ゆみ　　　げん　　　　　　　　　  　　 おと　　  　な

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 なか　　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　 えん そう　　     う　　　　も

　　　　　　　　　　 おお　　　　だい　　　　　　　　　 　　　　　　　　 だい　　　　　　　　　　　　　　  　　　　  わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  せい  いき　　  　う　　　　も　　　　  がっ   き

　　　　　　　　　　　　　　　　   おお

　　　　　　　　　　せい  かく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りゃく

　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　  おん   いき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   した

　　　　　  ね    いろ　　　　　　　　　　   　　　 ひび

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ど    だい　　　　　  　　てい おん   ぶ　　　　う　　　　も

　　　　　　　　　　　　　　　  にん げん　　  こえ　　　　    とう  てい  だ　　　　　　　　  おん  いき

　　　　　ほか　　　げん がっ   き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 ほん　　　げん　　　ゆう

　 　こ　　　　　　　　　　　　　そう  さ 　　　　　　　　　 おん てい　　 　か

　　　　　　　　　　　　　むかし　　 こく  たん　　　　　　　　かた　　 　き　　　　　　  　　ぬ　　　　　  つく

　　　　　　　　　　　　　　　　  げん ざい　　　　 　 きん　　　 ぎん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   やく はん ぶん　　　 なが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  たか

 おん  いき

　　　　　　　　　　　　　たて  ぶえ　　 　なか　ま　　　 　  しょくぶつ　　　あし　　　うす　　　けず

　　　　　　　　 まい  かさ　　　　　  たば　　　　　　　　　　　　　  いき　　 　ふ　　　　こ　　     しん どう

 おと　　 　だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 まい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  うた  くち

　　　 こ　てい　　　　　　　　　　　  あいだ　  　いき　　 　 ふ　　  　  こ　　　　　　　　　　 しん  どう　　   がっ　き

 くだ　　　つた　　　　　 おと　　　 だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 ご　　　  　まき　　　たば　　　　　　　　　　い　 み　　　 　  もっ  かん

 がっ  き　　　　てい  おん  ぶ　　　　う　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　おな　　　　　　  まい

　　  しん どう　　　　　　　　おと　　 　だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くちびる　　　　　　　くちびる　　 ふる　　　　　　　　おと　　 　だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　よう　　 かたち　　　　　　　　　　　　　　つの  ぶえ　　　　    はっ  たつ

　　　　 　がっ   き　　　　　　　　　　　 おと　　  　で　　　　　　　　　　  　　　 うしろ　　   む

　　　とくちょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　きん かん がっ   き　　  　さい  こう  おん　　  　う　　　　も　　　  　 はな

 いさ　　　　　　 　  ね　いろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆい いつ　　　　　　　　　　　　うご　　　　　　　　おん  てい　　　  か　　　　　 　し

  く　　　　　 　も

　　　 　　　　　　しゅ  るい　　　がっ  き　　 　つか

　　　　　　　　　　  　  きん かん がっ   き　　  　さい  てい おん　　 　う　　　　も　　　 　  げん  がっ  き

　　　　　　　　　　　 　　　おん  いき

 たた　　　　　 おと　　  　で　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 だ  がっ  き

　　　　　　　　　　  　　　 もっと　 　じゅう よう　　 　  だ  がっ  き　　　　　　　　　　　　  よう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おん  てい　　  　か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  つか

　　　　　　　　　　　　　　　　　  だ  がっ   き　　　　　　　 　　 おお だい    こ　　　こ　だい　こ

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　てっ きん　 もっ きん　　　　  　  かず おお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い　じょう　　　つうじょう　し　よう　　　　　　　　  おも　　　 がっ　 き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  げん だい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しょうかい　　　　　　　　　  　　　  さま ざま　　　がっ　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　つかオーケストラのならび方～札幌交響楽団の場合～
ホールや曲によっていろいろなパターンがあります。

ヴィオラ第1ヴァイオリン

第2ヴァイオリン

コントラバス

チェロ

ホルンオーボエフルート
ハープ

打楽器

ティンパニ

テューバトロンボーントランペット

ファゴットクラリネット

指揮者

だいひょう

ごうか

わ

じょ なら

わ にんぎょう

もら

さま

ぞく ぶよう おど たの す

へんしん くに しゅくえん さそ かっこく みん

わ にんぎょう おうじ

よる はなし しゅじんこう

かれ さんだい よ

にんぎょう はくちょう みずうみ ねむ もり び

にんき

さっきょくか うつく

わ

はな

にんぎょう

ぶきょく

かんげんがく

とやまゆうぞう

だい ばん

こうしんきょく

だい

だい がくしょう

ばん ちょうちょう

ちち

ていこく

き しゃ

ねん

きた どくりつうんどう ちんあつ

しょうぐん

ぜんたい ゆうすう にんききょく だれ き

たた さっきょく おんがくさくひん

かくめい さなか とうじ りょう

こうしんきょく

ちゅうしん かつやく さっきょくか し

しょう

う

さい

しょうがい

なか

ちい

きょく やく

せいかく

きょくそう した めいきょく

あか たの きひん み

さくひん てんしんらんまん

よる きょく しょうや

もっと ゆうめい きょく ひと げんがくがっそうきょく

やく さくひん のこ かず おお めいきょく

わか ぼっ みじか

ゆめ

せかい

めい きょく

どうにゅう かんがっき

かろ かれい

げんがっき みりょくてき

はな ぜんきょくちゅう はな ゆう

なか できごと

なら だい

さっきょくか

さんにん

ぶきょく

さっきょく だい ばん

つか

き おぼ

ゆうめい

おど おんがく

さんだい い

さんにん せい はじ

ぶし

にほん こらい

しきしゃ ゆうめい さっきょくしゃ ねん

こうきょうがくだん

あっとうてき

にほん

そっきょうてき

にほんみんよう

しきさいかん はな かな

せいよう も ゆた

さくひん だれ き

でんとう だがっき かつやく

にんき はく ひょうしぎ だいこ しめだいこ

かいがい えんそうよう さっきょく

でんとうてき おんがく そざい さくひん

たんこうぶし やぎぶし
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知
し

ってますか？　～10月
がつ

1
つい

日
たち

は「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」です～
1977年

ねん

にユネスコの要
よう

請
せい

で設
せつ

立
りつ

された国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

評
ひょ

議
うぎ

会
かい

という会
かい

議
ぎ

で、翌
よく

年
とし

の1978年
ねん

から毎
まい

年
とし

10月月
がつ

1
つい

日
たち

を、世
せ

界
かい

の人
ひと

々
びと

が音
おん

楽
がく

を通
つう

じてお互
たが

いに仲
なか

良
よ

くなり交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めてい

くために「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」とすることとしました。

日
に

本
ほん

では、1994年
ねん

から毎
まい

年
とし

10月
がつ

1
つい

日
たち

を「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」と定めています。

オペラ

てかがみ
作
さっ

曲
きょく

 池
いけ

辺
べ

晋
しん

一
いち

郎
ろう

   台だい本ほん 平
ひら

石
いし

耕
こう

一
いち

 　全
ぜん

二
に

幕
まく

ミラマーレ・オペラ公
こう

演
えん

令
れい

和
わ

2年
ねん

度
ど

文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による子
こ

供
ども

育
いく

成
せい

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

ー巡
じゅん

回
かい

公
こう

演
えん

事
じ

業
ぎょう

ー
オペラ公

こう

演
えん

文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による子
こ

供
ども

育
いく

成
せい

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

ー巡
じゅん

回
かい

公
こう

演
えん

事
じ

業
ぎょう

ー
　我

わ

が国
くに

の一
いち

流
りゅう

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

団
だん

体
たい

が、小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
など

において公
こう

演
えん

し、子
こ

供
ども

たちが優
すぐ

れた舞
ぶ

台
たい

芸
げい

術
じゅつ

を鑑
かん

賞
しょう

する機
き

会
かい

を得
え

ることにより、子
こ

供
ども

たちの発
はっ

想
そう

力
りょく

やコミュニケーション能
のう

力
りょく

の育
いく

成
せい

、将
しょう

来
らい

の芸
げい

術
じゅ

家
つか

の育
いく

成
せい

や国
こく

民
みん

の芸
げい

術
じゅつ

鑑
かん

賞
しょう

能
のう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

につなげることを目
もく

的
てき

としています。
　事

じ

前
ぜん

のワークショップでは、子
こ

供
ども

たちに実
じつ

演
えん

指
し

導
どう

又
また

は鑑
かん

賞
しょ

指
うし

導
どう

を行
おこな

いま
す。また、 実

じつ

演
えん

では、できるだけ子
こ

供
ども

たちにも参
さん

加
か

してもらいます。

ミラマーレ・オペラって？
ミラマーレ・オペラは、初

はじ

めてオペラを観
み

る人
ひと

たちにもオペラの魅
みり

力
ょく

が伝
つた

わるようにい

ろいろな工
く

夫
ふう

をしながら、全
ぜん

国
こく

で公
こう

演
えん

を行
おこな

っています。例
たと

えば、内
ない

容
よう

を解
わか

りやすくする

ために日
に

本
ほん

語
ご

で上
じょう

演
えん

したり、途
とち

中
ゅう

で解
かい

説
せつ

を入
い

れながら進
しん

行
こう

するレクチャー・コンサート

も行
おこな

っています。

コロナウイルス感
かん

染
せん

防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

として下
か

記
き

の項
こう

目
もく

を遵
じゅん

守
しゅ

します

1．キャストや参
さん

加
か

する児
じ

童
どう

が舞
ぶ

台
たい

上
じょう

で密
みつ

にならないように演
えん

出
しゅつ

に工
く

夫
ふう

をしています。

2．舞
ぶ

台
たい

に登
とう

場
じょう

する直
ちょく

前
ぜん

までと退
たい

場
じょう

直
ちょく

後
ご

はマスク着
ちゃく

用
よう

と手
て

指
ゆび

の消
しょう

毒
どく

を義
ぎ

務
む

づけています。

3．使
し

用
よう

する小
こ

道
どう

具
ぐ

、舞
ぶ

台
たい

装
そう

置
ち

の消
しょう

毒
どく

を毎
まい

回
かい

行
おこな

っています。

4．演
えん

技
ぎ

エリアと鑑
かん

賞
しょう

エリアを隔
へだ

てるアクリルパネルを設
せっ

置
ち

します。

1

2

3

4

5

6 12月8日（火）

10月5日（月） 京
きょう

都
と

市
し

立
りつ

嵐
あらし

山
やま

東
ひがし

小
しょう

学
がっ

校
こう

（京
きょう

都
と

市
し

）

10月6日（火）

10月13日（火）

10月16日（金）

10月19日（月）

京
きょう

都
と

市
し

立
りつ

嵐
あらし

山
やま

東
ひがし

小
しょう

学
がっ

校
こう

（京
きょう

都
と

市
し

）

福
ふく

知
ち

山
やま

市
し

立
りつ

上
かみ

川
かわ

口
ぐち

小
しょう

学
がっ

校
こう

（京
きょう

都
と

府
ふ

）

上
じょう

越
えつ

市
し

立
りつ

中
なか

郷
ごう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

（新
にい

潟
がた

県
けん

）

珠
す

洲
ず

市
し

立
りつ

宝
ほう

立
りゅう

小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

（石
いし

川
かわ

県
けん

）

亀
かめ

岡
おか

市
し

立
りつ

別
べつ

院
いん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

（京
きょう

都
と

府
ふ

）

No. 開
かい

催
さい

校
こう

開
かい

催
さい

月
がっ

日
ぴ



オペラ

てかがみ
ミラマーレ・オペラ公

こう

演
えん

主
おも

な

登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

武
たけ

田
だ

亮
りょ

子
うこ

　

小
しょう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

。
お父
とう

さんの苦
くる

しみを知
し

って
とても心

こころ

を痛
いた

めている。

　今
きょ

日
う

は亮
りょ

子
うこ

先
せん

生
せい

とジョン先
せん

生
せい

の結
けっ

婚
こん

式
しき

です。
教
おし

え子
ご

の子
こ

供
ども

たちもお祝
いわ

いにかけつけますが、
突
とつ

然
ぜん

、結
けっ

婚
こん

式
しき

の会
かい

場
じょう

が火
か

事
じ

になります。火
か

事
じ

の炎
ほのお

を見
み

た亮
りょ

子
うこ

先
せん

生
せい

のお父
とう

さんの勇
ゆう

一
いち

は、５歳
さい

の時
とき

に、お母
かあ

さんを空
くう

襲
しゅう

の火
か

事
じ

で見
み

殺
ごろ

しにし
てしまった悲

かな

しい出
で

来
き

事
ごと

を思
おも

い出
だ

してしまい
ます。

　亮
りょ

子
うこ

先
せん

生
せい

は今
いま

までお父
とう

さんの苦
くる

しみに気
き

づ
かなかったことを悔

く

やみますが、自
じ

分
ぶん

のおば
あさんが 55 年

ねん

前
まえ

にジョン先
せん

生
せい

のおじいさんに
手
て

渡
わた

した手
てか

鏡
がみ

が、巡
めぐ

り巡
めぐ

って、孫
まご

の自
じ

分
ぶん

の手
て

に戻
もど

ってきたことにとても感
かん

動
どう

し、人
ひと

の心
こころ

の
優
やさ

しさと平
へい

和
わ

の大
たい

切
せつ

さを胸
むね

に刻
きざ

み、ジョン先
せん

生
せい

と二
ふた

人
り

で新
あたら

しい未
み

来
らい

に向
む

かいます。

　ジョン・ターナー

高
こう

校
こう

の先
せん

生
せい

で亮
りょ

子
うこ

の婚
こん

約
やく

者
しゃ

で
リチャードの孫

まご。

。

武
たけ

田
だ

勇
ゆう

一
いち

　
亮
りょ

子
うこ

のお父
とう

さん。

5歳
さい

の時
とき

にお母
かあ

さんを

見
み

殺
ごろ

しにしてしまったと後
こう

悔
かい

している。

レイチェル・ターナー

リチャードの娘
むすめ

で
ジョンのお母

かあ

さん。

武
たけ

田
だ

カヨ
勇
ゆう

一
いち

のお母
かあ

さん。

リチャードから介
かい

抱
ほう

されたお礼
れい

に

「てかがみ」を贈
おく

る。

長
なが

岡
おか

の空
くう

襲
しゅう

で命
いのち

を落
お

とす。

リチャード・マクベイン
捕
ほ

虜
りょ

の軍
ぐん

医
い

。正
せい

義
ぎ

感
かん

が強
つよ

く、

捕
ほ

虜
りょ

の待
たい

遇
ぐう

改
かい

善
ぜん

を求
もと

めている。

杉
すぎ

本
もと

監
かん

督
とく

運
うん

送
そう

会
がい

社
しゃ

の監
かん

督
とく

。

無
ぶ

愛
あい

想
そう

だが、

捕
ほ

虜
りょ

の事
こと

も考えている男
おとこ

。

あら
すじ

作
さっ

曲
きょく

◉池
いけ

辺
べ

晋
しん

一
いち

郎
ろう

台
だい

本
ほん

◉平
ひら

石
いし

耕
こう

一
いち

指
し

揮
き

◉樋
ひ

本
もと

英
ひで

一
かず

(1,2,5,6)、伊
い

藤
とう

馨
かおる

(3,4)

演
えん

出
しゅつ

◉三
み

浦
うら

安
やす

浩
ひろ

武
たけ

田
だ

勇
ゆう

一
いち

 ：町
まち 

英
ひで

和
かず

(1,2,6)、鶴
つる

川
かわ

勝
かつ

也
や  

(3-5)

武
たけ

田
だ

亮
りょ

子
うこ

：神
かん

田
だ

さやか (1,2,6)、藤
ふじ

井
い

 冴
さえ

(3-5)

レイチェル・ターナー：

 田
た

辺
なべ

いづみ (1,2,6)、杣
そま

友
とも

恵
けい

子
こ

(3-5)

ジョン・ターナー：川
かわ

出
で

康
こう

平
へい　

（全
ぜん

公
こう

演
えん

）

武
たけ

田
だ

カヨ：江
え

口
ぐち

二
つぐ

美
み  

(1,2,6)、川
かわ

越
ごえ

塔
とう

子
こ  

(3-5)

リチャード・マクベベイン：

上
うえ

本
もと

訓
のり

久
ひさ

(1,2,6)、澤
さわ

崎
ざき

一
かず

了
あき

(3-5)

杉
すぎ

本
もと

監
かん

督
とく

：小
お

野
の

寺
でら

光
ひかり

(1,2,6)、松
まつ

山
やま

いくお (3-5)

会
かい

場
じょう

係
がかり

：望
もち

月
づき

光
こう

貴
き

(1,2,6)、竹
たけ

内
うち

篤
あつ

志
し

(3-5)

高
こう

校
こう

の校
こう

長
ちょう

：遠
えん

藤
どう

美
み

紗
さ

子
こ

(1,2,6)、片
かた

岡
おか

美
み

里
さと 

(3-5)　

5 歳
さい

の勇
ゆう

一
いち

：細
ほそ

川
かわ

美
み

央
お 

(1,2,6), 立
たて

直
なお

花
はな

子
こ 

(3-5)

合唱：浅
あさ

川
かわ

荘
そう

子
こ

(1,2,6)、和
わ

田
だ

奈
な

美
み

(3-5)、

山
やま

口
ぐち

なな、田
た

中
なか

由
ゆ

佳
か

、片
かた

岡
おか

美
み

里
さと

、

遠
しん

藤
どう

美
み

紗
さ

子
こ

、笹
ささ

岡
おか

慎
しん

一
いち

郎
ろう

、竹
たけ

内
うち

篤
あつ

志
し  

、

望
もち

月
づき

光
こう

貴
き

、藤
ふじ

本
もと

慶
けい

、内
うち

田
だ

雅
まさ

人
と

、大
おお

島
しま

嘉
よし

仁
ひと

ピアノ：井
いむ

向
かい

結
ゆい

(1,2,6)、巨
こ

瀨
せ

励
れい

起
き

(3-5)

コンサート・ミストレス：田
た

澤
ざわ

明
あき

子
こ

チェロ：横
よこ

山
やま

二
ふた

葉
ば

フルート：浅
あさ

田
だ

結
ゆ

希
き

クラリネット：平
ひら

井
い

哲
てつ

夫
お

打楽器：小
お

山
やま

田
だ

萌
もえ

舞
ぶ

台
たい

監
かん

督
とく

：近
こん

藤
どう

元
もと

演
えん

出
しゅつ

助
じょ

手
しゅ

：三
み

浦
うら

奈
な

綾
あや

（　）内
ない

は出
しゅつ

演
えん

する公
こう

演
えん

番
ばん

号
ごう

このオペラには戦
せん

争
そう

があった時
じ

代
だい

（今から75年
ねん

前
まえ

）と 現
げん

代
だい

の２つの時
じ

代
だい

の日
に

本
ほん

が舞
ぶ

台
たい

です。 着
き

ている服
ふく

や考
かんが

えている事
こと

に、どのような違
ちが

いがあ

るか、注
ちゅ

意
うい

深
ぶか

く鑑
かん

賞
しょう

してみると面
おも

白
しろ

さが倍
ばい

増
ぞう

しますよ！

「てかがみ」の

見みどころは？

オペ
ラの

楽
たの しみ

方
かた って

？
オペラはセリフが歌

うた

で進
しん

行
こう

する演
えん

劇
げき

です。 劇
げき

と音
おん

楽
がく

、そして素
す

晴
ば

らしい歌
うた

声
ごえ

が同
どう

時
じ

に楽
たの

しめます。劇
げき

の途
と

中
ちゅう

でも「すごい！」と感
かん

動
どう

したら、歌
うた

ってい

る人
ひと

を応
おう

援
えん

するつもりで拍
はく

手
しゅ

をしてもかまいませんよ！



オペラ

てかがみ
作曲 池辺晋一郎   台本 平石耕一　全二幕

ミラマーレ・オペラ公演

令和2年度
文化芸術による子供育成総合事業

ー巡回公演事業ー
オペラ公演

文化芸術による子供育成総合事業ー巡回公演事業ー
　我が国の一流の文化芸術団体が、小学校・中学校等において公演し、子供
たちが優れた舞台芸術を鑑賞する機会を得ることにより、子供たちの発想力
やコミュニケーション能力の育成、将来の芸術家の育成や国民の芸術鑑賞能
力の向上につなげることを目的としています。
　事前のワークショップでは、子供たちに実演指導又または鑑賞指導を行い
ます。また、実演では、できるだけ子供たちにも参加してもらいます。

ミラマーレ・オペラって？
ミラマーレ・オペラは、初めてオペラを観る人たちにもオペラの魅力が伝わるようにいろ

いろな工夫をしながら、全国で公演を行っています。例えば、内容を解
わか

りやすくするため

に日本語で上演したり、途中で解説を入れながら進行するレクチャー・コンサートも行っ

ています。

知ってますか？　～10月 1日は「国際音楽の日」です～

1977 年にユネスコの
ようせい

要請で設立された国際音楽評議会という会議で、翌年の 1978年か
ら毎年 10月 1日を、世界の人々が音楽を通じてお互いに仲良くなり交流を深めていくた
めに「国際音楽の日」とすることとしました。
日本では、1994年から毎年 10月 1日を「国際音楽の日」と定めています。

コロナウイルス感染防止対策として下記の項目を遵
じゅん

守
しゅ

します

1．キャストや参加する生徒が舞台上で密にならないように演出に工夫をしています。

2．舞台に登場する直前までと退場直後はマスク着用と手指の消毒を義務づけています。

3．使用する小道具、舞台装置の消毒を毎回行っています。

4．演技エリアと鑑賞エリアを隔てるアクリルパネルを設置します。

No.

1

2

3

4

5

6 12月8日（火）

開催校

10月5日（月） 京都市立嵐山東小学校（京都市）

10月6日（火）

10月13日（火）

10月16日（金）

10月19日（月）

開催月日

京都市立嵐山東小学校（京都市）

福知山市立上川口小学校（京都府）

上越市立中郷中学校（新潟県）

珠洲市立宝立小中学校（石川県）

亀岡市立別院中学校（京都府）



オペラ

てかがみ
ミラマーレ・オペラ公演

主な
登場人物

武田亮子　
小学校の教

きょう

諭
ゆ

。

父の心の苦しみを今まで

知らなかった事に

大きな後
こう

悔
かい

の念を持っている。

　今日は小学校の教
きょ

諭
うゆ

・亮
りょ

子
うこ

と高校教師・ジョンの結婚式です。
亮子の父・勇一、ジョンの母・レイチェル、そして教え子や
友人に囲まれて幸せな二人。
　しかしパーティーの最中に式場で火災が発生。勇一は燃え
さかる炎を見て少年時代の記憶がよみがえり、機

き

雷
らい

の掃
そう

海
かい

作
さぎ

業
ょう

で殉
じゅん

職
しょく

した父親、空襲で亡くした母・カヨ、捕
ほり

虜
ょし

収
ゅう

容
よう

所
じょ

の軍
ぐん

医
い

・
リチャード、父の親友で後

のち

に勇一の育ての親となる杉本監
かん

督
とく

らの思い出と共に、自分だけが生き残ったあのいまわしい時
代の事を語り始めます。
　亮子は父親が背負ってきた苦

く

悩
のう

にも気づかず、教え子に何
も伝えてこなかった事を思い悩みます。  ジョンとレイチェル
は勇一の話から、収

しゅう

容
よう

所
じょ

の軍
ぐん

医
い

がレイチェルの父・リチャード
であることに気づきます。 レイチェルは母に託された古い手

てか

鏡
がみ

を亮子に手渡します。この手
てか

鏡
がみ

こそ勇一の母カヨが疎
そ

開
かい

する
前に、  自分に親切にしてくれた軍

ぐん

医
い  

リチャードの婚
こん

約
やく

者
しゃ

へと
託
たく

した鏡だったのです。
　亮子は「てかがみ」に託

たく

された想
おも

いを受け止め、ジョンと
二人で希望に満ちた明日に向かって歩き始めます。

　ジョン・ターナー　
高校の教師で

りょうこ

亮子の婚約者。
リチャードの孫にあたる。

　武田勇一　
亮
りょう

子
こ

の父親で旅行会社を経営。

5歳の時に空
くう

襲
しゅう

の火災で母親を置き去りに

してしまった事がトラウマになっている。

劇中では5歳の勇一も登場する(セリフのみ)

レイチェル・ターナー
ぐ ん い

軍医リチャードの娘でジョンの母親。
しょろう

初老のアメリカ人女性。

武田カヨ　
勇一の母親。リチャードから介抱された

お礼にと彼の許
いい

婚
なずけ

に「てかがみ」を贈る。

夫は機
き

雷
らい

掃
そう

海
かい

の作業中に殉
じゅん

職
しょく

。

息子の勇一と疎
そ

開
かい

するが、

そこで空
くう

襲
しゅう

に遇
あ

い命を落とす。

リチャード・マクベイン
ほりょしゅうようじょ

捕虜収容所の
ぐんい

軍医。
せいぎかん

正義感が強く
ほりょ

捕虜の
たいぐうかいぜん

待遇改善を求め、 
杉本

かんとく

監督とはいつも対立している。

　杉本監督
運送会社の監

かん

督
とく

。

無
ぶ

愛
あい

想
そう

で冷
れい

徹
てつ

に見えるが

影
かげ

では捕
ほ

虜
りょ

の待
たい

遇
ぐう

も
気にかけている。
親友の妻であるカヨに

横
よこ

恋
れん

慕
ぼ

している。

あら
すじ

このオペラには戦争があった時代（今から75年前）と 現代の２つの時代の日本が舞
台です。 着ている服や考えている事に、どのような違いがあるか、注意深く鑑

かん

賞
しょう

し
てみると面白さが倍

ばい

増
ぞう

しますよ！

「てかがみ」の

見どころは？

オペ
ラの

楽し
み方
って
？

オペラはセリフが歌で進行する演劇です。 劇と音楽、そして素
す

晴
ば

らしい歌声が同時
に楽しめます。劇の途中でも「すごい！」と感動したら、歌っている人を応援するつ
もりで拍

はく

手
しゅ

をしてもかまいませんよ！

りょうこ

かんとく

作曲◉池辺晋一郎

台本◉平石耕一

指揮◉樋本英一 (1,2,5,6),  伊藤馨 (3,4)

演出◉三浦安浩

武田勇一 ：町英和 (1,2,6), 鶴川勝也 (3-5)

武田亮子：神田さやか (1,2,6), 藤井冴 (3-5)

レイチェル・ターナー：

田辺いづみ (1,2,6), 杣友恵子 (3-5)

ジョン・ターナー：川出康平（全公演）

武田カヨ：江口二美(1,2,6),  川越塔子 (3-5)

リチャード・マクベイン：

上本訓久(1,2,6),  澤崎一了 (3-5)

杉本監督：小野寺光 (1,2,6),  松山いくお (3-5)

会場係： 望月光貴(1,2,6),  竹内篤志 (3-5)

高校の校長： 遠藤美紗子(1,2,6),  片岡美里 (3-5)

5 歳の勇一：細川美央(1,2,6),  立直花子 (3-5)

合唱：浅川荘子 (1,2,6),、和田奈美 (3-5)、

山口なな、田中由佳、片岡美里、遠藤美紗子、

笹岡慎一郎、竹内篤志、望月光貴、藤本慶、

内田雅人、大島嘉仁

ピアノ：井向結 (1,2,6),、巨瀨励起 (3-5)

コンサート・ミストレス：田澤明子

チェロ：横山二葉

フルート：浅田結希

クラリネット：平井哲夫

打楽器：小山田萌

舞台監督：近藤元

演出助手、振付：三浦奈綾

（　）内は出演する公演番号
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Ⅵ 令和３年度「文化芸術による子供育成総合事業出演希望調書(実演芸術) 

分野，種目（該当する種目に○を付してください。） 

分野 種目 

【音楽】 合唱，オーケストラ等，音楽劇 

【演劇】 児童劇，演劇，ミュージカル 

【舞踊】 バレエ，現代舞踊 

【伝統芸能】 歌舞伎・能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸 

 

申請する区分に，○を付してください。           Ａ区分のみ ・ Ａ区分とＢ区分の両方 ・ C 区分 

 

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。）          あ り  ・  な し 

 

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

 (１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能 

 (２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能   

 (３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能 

 (４) その他（                                                     ） 

芸術文化団体の概要  

ふ り が な 

制 作 団 体 名  

ゆうげんがいしゃ げきだんかかしざ 

有限会社 劇団かかし座 

代表者職・氏名 代表取締役 後藤 圭 

制作団体所在地 

（最寄り駅・バス停） 

〒224-0026 神奈川県横浜市都筑区南山田町 4820-1 

(横浜市市営地下鉄・グリーンライン『東山田駅』下車 徒歩 10 分) 

電 話 番 号  ０４５−５９２−８１１１ FAX 番号 ０４５−５９２−８４５８ 

ふ り が な 

公 演 団 体 名  

ゆうげんがいしゃ げきだんかかしざ 

有限会社 劇団かかし座 

代表者職・氏名 代表取締役 後藤 圭 

公演団体所在地 

（最寄り駅・バス停） 

〒224-0026 神奈川県横浜市都筑区南山田町 4820-1 

 

(横浜市市営地下鉄・グリーンライン『東山田駅』下車 徒歩 10 分) 

制 作 団 体 

設 立 年 月  
1952 年     7 月  

制 作 団 体 

組 織 

役  職  員 団体構成員及び加入条件等 

代表取締役 後藤 圭 

取締役 飯田周一、石井世紀 

西垣 勝 、山下義文 

 

（1) 団体構成員 計 27 名  【役職員】５名  【広報部】櫻井尚人 

【舞台部】菊本香代、他 11 名 【美術部】山中亜衣、他１名 

【企画営業部】閨幹男、他 3 名 【経理部】井上かおる、他 2 名 

（2）加入の条件 劇団の行う選考に合格すること 

事務体制の担当 専任  ・  他の業務と兼任 本事業担当者名 西垣 勝 

経理処理等の 

監査担当の有無 
有   ・  無 経理責任者名 井上 かおる 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共

通№1(実演芸術) 



制作団体沿革 1952 年、日本最初の現代影絵専門劇団として創立。53 年、NHK 専属劇団となる。59

年、会社法人（有限会社）設立。64 年、学校公演を開始。73 年、NHK 特別番組「竹取物

語」を制作。（モンテカルロ国際 TV 映画祭優秀作品）。以後、様々な TV 局を通じて影

絵作品を制作・放映。84 年、東京から横浜市に本拠を移し、以後今日まで児童劇作品を

中心に制作・上演。07 年、第１回アジア児童青少年演劇フェスティバル参加。09 年、岐阜

県下呂市より委託を受け、影絵昔話館「しらさぎ座」の常設公演開始。（19 年終了）。09

年、手影絵作品でドイツ国際影絵フェスティバルに参加。以降、毎年国際フェスティバル

に招聘され、現在までに 24 カ国 34 都市で公演参加。19 年３月、韓国の人形劇団 Art 

Stage SAN と合同企画「ごめんね、ありがとう！るる島の秘密」を制作し、東京・横浜で初

演。8～9 月に韓国各都市で上演。 

学校等における 

公演実績 

昭和 39 年 学校公演を開始。令和元年度は年間 378 日の公演の内、141 日を国内の小

中学校で実施。その他、公立文化ホールにて、教育委員会や文化ホール指定管理者等

主催の児童生徒の団体鑑賞公演を実施している。 

今日までに制作した舞台作品は 50 を超え、平成 24 年に「魔法つかいのおとぎばなし」、

平成 25 年に「宝島」が厚生労働省社会保障審議会・特別推薦児童福祉文化財を受賞。

他、東京都優秀児童演劇選定優秀賞、厚生労働省社会保障審議会・推薦児童福祉文化

財など、受賞作品多数。 

【近年の小・中・特別学校での上演実績】（文化庁事業を含む） 

平成 29 年度 全 392 公演 

うち「三枚のおふだ」99 公演、「長靴をはいたねこ」136 公演 

平成 30 年度 全 371 公演 

うち「Wonder Shadow Labo」107 公演、「三枚のおふだ」92 公演 

令和元年度 全 341 公演 

うち「Wonder Shadow Labo」59 公演、「三枚のおふだ」52 公演 

特別支援学校に

おける公演実績 

（文化庁事業を含む） 

平成 23 年度 4 校、平成 24 年度 2 校、平成 25 年度 3 校、平成 26 年度 2 校、平成 27 年

度 1 校、平成 28 年度 4 校、 

平成 29 年度 「三枚のおふだ」1 公演、「長靴をはいたねこ」2 公演、他１公演 

平成 30 年度 「Wonder Shadow Labo」2 公演、「長靴をはいたねこ」１公演、 

「三枚のおふだ」1 公演（大田区立小・中学校特別支援学級合同鑑賞） 

令和元年度 「Wonder Shadow Labo」2 公演、「長靴をはいたねこ」１公演 

参考資料の 

有無 

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 有   ・  無 

申請する演目の DVD または WEB 公開資料 有   ・  無 

※公開資料有の場合 URL https://www.youtube.com/watch?v=gTVb

UF0czVQ&list=PLC0MGJIv2tX-

iCqyocJka1lgq0JNOyViS&index=14&t=0s 

※閲覧に権限が必要な場合の ID およびパス

ワード 
ID: 

PW: 

A の 

提出が

困難な

場合 

今回申請する演目に近い演目で公演の様子

がわかる内容の DVD または WEB 公開資料 
有   ・  無 

※公開資料有の場合 URL  

※閲覧に権限が必要な場合の ID およびパス

ワード 
ID: 

PW: 

 



 

 

№2(実演芸術) 

公  演  ・  ワークショップの内  容                   【公演団体名   有限会社　劇団かかし座】

対  象 小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ）   ・   中 学 生 

企画名 Wonder Shadow Labo  （よみ）ワンダー シャドウ ラボ 

本公演演目 

 

原作／作曲 

脚    本 

演出／振付 

 

 

 

「Wonder Shadow Labo」 

脚本・構成・演出／後藤圭  「シェトの冒険」台本／若林一郎  音楽／石川洋光 

児 童 参 加 プ ラ ン （ 脚 本 ・ 構 成 ・ 演 出 変 更 、 監 修 ） ／ 太 宰 久 夫 ・ 後 藤 圭             

舞台美術／齋藤浩樹 衣裳／中矢恵子  共演児童衣裳／小林巨和 

振付／楠原竜也  児童参加部分の振付/神崎由布子  
音響／山北史郎（山北舞台音響）  照明／坂本義美（龍前舞台照明研究所）        

影絵美術監修／後藤圭  影絵美術／劇団かかし座美術部、小田純治、小島直子、とう

たいよう 

公演時間（９０分） 

 著作権  
制作団体が

所有 
○ 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 
有 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 

演 目 概 要  

 

『Wonder Shadow Labo』は、平成 27 年度文化庁「トップレベルの舞台芸術創造事業」で文

化ホール上演作品として制作・上演した『Wonder Shadow』を、学校でも上演可能な作品と

して改編したものです。影絵表現の仕組みと面白さ、不思議さを影絵実験ショーとして上

演します。 

実験室を模した舞台セットの中、俳優たちは日々影絵の研究に取り組む博士と研究員

（Dr.シャドウ）に扮し、作品は進行していきます。Part1～3 の 3 部構成となっており、

Part1,2 では Dr.シャドウたちが身近な素材や自分の身体で様々な影絵表現ができること

を実験を通して提示し、Part3 では Dr.シャドウたちがそれら影絵表現を用いてお話を上演

する劇中劇になっています。特に Part3 の「シェトの冒険」は美しい影絵と数々の音楽・歌

が合わさり、かかし座オリジナル、ミュージカル仕立ての楽しい演劇作品になっています。 

 

【Part1】 Dr.シャドウの影絵ラボ  30 分 

ちょっと頼りない博士と Dr.シャドウたちが、秘密の実験室で繰り広げる楽しい影絵実験

ショー。ボールやハンカチ、積み木から不思議な影が次から次へ現れる！皆がやって

みたくなるワクワクドキドキの実験ショーです。 

【Part2】 Hand Shadow Show 上演  10 分 

手と体だけでいろいろな動物の影を紡ぎ出してみせる、劇団かかし座得意の「Hand 

Shadow Show」。世界中のフェスティバルや TV 番組でも大人気のパフォーマンスです。

かかし座と合わせ、事前ワークショップで指導した児童による上演も行います。 

【休憩 10 分】 

【Part3】 影絵劇「シェトの冒険」上演  40 分 

お話を作った博士は、Part1,2 の手法を用いて Dr.シャドウたちとお話ごっこを始めま

す。 

［あらすじ］遠い遠いどこかの国で、雨が降らずに困っている村があった。そこには何と

かして村人の役に立とうとする勇気のある少年がいた。名前はシェト。 

シェトは村の古くからの言い伝えを信じ、雨を降らせるドラゴンを探す旅に出る。途中、

小人や妖精を助けたシェトは、彼らから様々な助けを得る。しかしその旅は困難の連続

で…。 

 

 

 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共

通



【みどころ】 

・研究所を模した楽しい舞台セットと、３面スクリーンによる迫力ある影絵映像セットで、い

つもの体育館で本格的な演劇体験をすることができます。 

・“光と影の研究所”なる設定により、演劇とサイエンスを融合させたアプローチで多角的な

表現の世界を具体的に提案し、子どもたちの想像力や創造性を引き出します。 

・Part１,2 での「玉人形上演」「手影絵ショー」で子どもたちの想像力を掻き立て、影絵の世

界へと誘います。 

・様々な困難が降りかかっても、あきらめず勇気をふりしぼって立ち向かうシェト

の姿に、思わずみんなで応援したくなり、わくわく感やどきどき感を一緒になって

味わいます。 

 

 

 

演 目 選 択 理 由 『Wonder Shadow Labo』は、平成 30 年 4 月の初演以来、令和 2 年７月まで、小学校・特別

支援学校を中心に約 200 ステージ上演しました。 

影絵劇においてはスクリーン裏側にあって観客からは見ることのできない表現の仕組みを

公開するという斬新な作品スタイルと、そこでの様々な工夫と芸術性が大変高い評価を得

ています。子どもたちは影の特性を利用した表現を鑑賞・体験することで、発想力、表現

力を豊かにします。 

また、どんな困難にも負けず自分を信じて立ち向かい、諦めていた村人のやる気を起こ

し、自分たちの村を再生するシェトの姿は、子どもたちの心に深く残り、成長の糧となるでし

ょう。 

美しい影絵、大掛かりな舞台装置や役者の熱演を間近で観たり感じたりする体

験は、思わず体から溢れる感動となり、将来の芸術家の育成や芸術鑑賞能力の

向上につながると考えます。 

 

 

 

 

児童・生徒の共 

演 ， 参 加 又 は 

体 験 の 形 態 

 

A．玉人形ショーの上演 

事前ワークショップで製作し構成を考えた玉人形によるショーを、音楽にのせて上演します。 

（［共演者の学年・人数］中～高学年4～10人程度 ※偶数が望ましい 当日リハーサルあり） 

 

玉人形でショーを上演しよう 

俳優の紹介を受けてステージに上がり、事前ワークショップで取り組んだ玉人形によるショーを、音楽にの

せて上演します。 

ポイント 

光源に対し玉人形の向きを調整することによって、横顔がきれいに映ります。ショーの振り付けを自分たち

で考え、オリジナルの楽しいショーを作りましょう。 

 

スポンジボールで作る「玉人形」。身近な素材で影絵劇ごっこができます。 

 

 



B．Hand Shadow Show上演（Part2） 

事前ワークショップで学び取り組んだ手影絵によるショーを、上演します。 

（［共演者の学年・人数］高学年10人程度 当日リハーサル有り ） 

 

手影絵ショーを上演しよう 

劇団員の紹介を受け、ワークショップで取り組んだミニ手影絵ショーを音楽にのせて上演します。 

ポイント 

手影絵は光源に対し組んだ手の向きを調整することによって、その動物に見えます。また頭の影がスク

リーンに映ってはいけません。手の向きや頭の影に気をつけながら映しましょう。 

 

手や身体を組み合わせた陰で、動物などの様々な形を作り出します。 

 

C．台詞（シェト応援隊）での共演（Part3） 

事前ワークショップで学んだ台詞を、公演で俳優と共に語ります。 

（［共演者の学年・人数］中～高学年10人程度 当日簡単なリハーサル有り） 

 

台詞と歌とダンスでの参加 

物語の各場面において、シェトを始めとする登場人物たち（俳優）のきっかけに合わせて、物語のキーとな

る台詞を語り、歌を歌い、ダンスを踊ります。 

 

ポイント 

台詞で参加する児童の皆さんは、シェトの仲間であり応援隊です。台詞と歌とダンスでシェトを励まし、導

き、物語を進行させましょう。 

大変多くの台詞や歌、ダンスを覚えなくてはいけません。チーム全員で語る台詞・歌・ダンスなので、しっ

かり覚えて、大きな声で語り・歌い・踊りましょう。 

  

  

シェトは仲間たち（児童によるシェト応援隊）の応援を受け、幾つもの困難に立ち向かいます。 

 

 



D．合唱での共演（Part3） 

事前ワークショップで学んだ劇中の歌を、公演で俳優とともに歌います。 

（Cチーム・Eチームに劇中の歌を振り分けます。 当日簡単なリハーサル有り） 

 

合唱での参加 

昔から伝わる村の歌（グレングラスタの歌）を一緒に歌います。 

 

ポイント 

物語を歌で伝えると同時に、シェトに勇気と元気を与えられるよう、しっかり歌いましょう。 

 

シェトは歌に導かれるかのように、ドラゴン探しに向かいます。 

 

 

 

E．妖精たち（台詞と踊り）による共演 

事前ワークショップで練習した台詞と踊りで公演に参加します。簡単な衣装を身につけます。 

（［共演者の学年・人数］高学年・女子 4～10 人 当日リハーサル有り） 

 

台詞とダンスでの参加 

妖精たち（子どもたち）はドラゴンを目覚めさせる為、舞台に現れて、妖精と一緒にきっかけに合わせて台

詞を語り、ダンスを踊ります。 

 

ポイント 

妖精チームは台詞と踊りなど演技で共演します。妖精を始め俳優とのチームワークも大事です。 

台詞のきっかけや踊りの動きやタイミングなどをしっかり覚えて、楽しく演じましょう。 

 

石のドラゴン前でシェトが立ち尽くしていると、妖精が現れます。 

妖精が魔法の言葉を唱えると、ドラゴンは眠りから覚め動き出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



F．エンディングでの全員参加（Part3） 

事前ワークショップで学んだ劇中の歌を、公演で俳優とともに歌って踊ります。 

（客席で全員参加。当日簡単なリハーサル有り） 

 

エンディング 

鑑賞していた児童全員が俳優たちと一緒に『Dr.Shadow の歌』に合わせて歌とダンスで参加します。 

子どもたちはその場に立ちあがり、各々元気一杯に、歌い、踊ってエンディングを向かいます。 

 

ポイント 

最後は児童全員が参加し、合唱、ダンスに参加して大団円に向かいます。 

低学年でも簡単に覚えられる歌とダンスですので、楽しく覚えて、充実した体験になるようお芝居を盛り上

げましょう。 

  

テーマ曲を俳優と一緒に全員で歌って踊ります。音楽にのって、元気に歌い踊りましょう！ 

 

 

 

※Ａ～Ｅの各チームに参加分けすることにより、相当数の児童の参加が見込まれま

す。またＦで全児童の芝居の参加体験が可能となります。

※結果、観客児童と俳優とによる参加型お芝居が成立し、芝居に参加した達成感と

充実感を共有できます。

※学校の希望次第で、Ａ～Ｆの一部を実施することも可能です。参加する学年や人

数についても、学校の状況に合わせますのでご相談ください。

出 演 者  石井世紀、櫻本なつみ、松本侑子、梅原千尋、（予定）  ※全員、劇団かかし座劇団員 

公演出演予定者数 

(１公演あたり) 

出 演 者：    ４名 

ス タ ッ フ：   ５名 

合   計：     ９名 

 

 

 

機 材 等  

運搬方法 

積載量     １ｔ 

車 長     ５.４ｍ 

台 数     ２台 



№3(実演芸術) 

                                  【公演団体名  有限会社　劇団かかし座】 

公演に当たっての 

会 場 条 件  

会場設営の所要時

間（タイムスケジュ

ール）の目安 

前日仕込み(  無  )  会場設営の所要時間(        ３時間程度  ) 

到着 仕込み 本公演 内 休

憩 

撤去 退出 

 7:30 7:30～10:30 13:30～15:00 10 分 15:20～17:30 18:00 

※本公演時間の目安は、午後１時乃至１時 30 分からの概ね２時限分程度です。 

児 童 ・ 生 徒

の参加可能人数 

ワークショップ 最大 50 名程度（A～E 各 10 名程度） 

本公演 フロアの広さによるが500名程度まで 

ワ ー ク シ ョ ッ プ 

実 施 形 態 

及 び 内 容 

【導入 影絵の体験学習】 

○光源に対する角度によって影の形が変わったり、光源からの距離によって影が大きく

なったり小さくなったりすることを実践しつつ紹介することで、影の性質や影絵で表現す

る面白さを伝えます。 

○昔ながらの手影絵やかかし座オリジナルの手影絵を演じてみせ、その作り方を紹介し

ます。 

 

【F 全員参加シーン】 ～歌・踊りの練習～ 

〇「エンディング曲」（Dr.Shadow の歌）の歌と踊りを練習し、公演作品に対する期待と参

加への意欲を持たせます。 

 

【A 玉人形チーム】 玉人形の製作とショーの構成～ 

○上演児童は中～高学年 10 名程度。（4 年生以上が望ましい。） 

○身近な素材（スポンジボール）でも影絵人形を作り、影絵ごっこができることを学び、劇

団員の指導の下、自分オリジナルの玉人形を作ります。 

そして玉人形の動かし方を習い、ショーの構成（演技）を考えます。 

〇公演当日は午前中リハーサルを行ない、午後の公演で上演します。 

 

【B Hand Shadow Show（手影絵ショー）チーム】 ～手影絵の学習とショーの構成～ 

○上演児童は高学年 10 名程度。（5 年生以上が望ましい。） 

○代表的な手影絵数種類を学んだ後、その組み合せによる音楽にのせた楽しいショー

を製作し、練習します。 

〇公演当日は午前中リハーサルを行ない、午後の公演で上演します。 

 

 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共

通

実施条件等確認書①をご確認ください。



ワ ー ク シ ョ ッ プ 

実施形態の意図 

 

【C 台詞&歌&ダンス（シェト応援隊）チーム】 ～台詞の練習～ 

〇共演児童は中～高学年１０名程度。 

〇影絵劇「シェトの冒険」の中で、シェトを応援する仲間として、台詞と歌とダンスを習

い、練習します。 

〇公演当日は午前中に簡単な確認のリハーサルを行ない、午後の公演では台詞と歌と

ダンスで共演します。 

 

【D 合唱チーム】 ～劇中歌の練習～ 

○C チーム（シェト応援隊）と E チーム（妖精チーム）が合同で参加。 

〇影絵劇「シェトの冒険」の中の、物語のキーとなる歌を習い練習します。（公演日まで

に練習を重ね、歌を覚えてもらえることを希望します。） 

〇公演当日は午前中に簡単な確認のリハーサルを行ない、午後の公演では合唱で共

演します。 

 

【E 妖精チーム】 ～台詞と踊りの練習～ 

○共演児童は高学年の女子 10 名程度。 

〇影絵劇「シェトの冒険」の登場人物である妖精の、台詞と踊りを習い練習します。 

〇公演当日は午前中にリハーサルを行ない、午後の公演で共演します。 

 

※それぞれの参加人数や内容については、学校の希望に合わせて検討、調整します。 

 

 

特別支援学校での

実施における工夫

点 

基本的には内容を大幅に変えることなく実施したいと考えておりますが、Part１～2 は上

演内容の一部カットが可能な作品なので、上演時間の短縮は可能です。 

子どもたちの希望や先生方の意向を汲みつつ、先生方と相談のうえ、児童・生徒の実態

に合わせたワークショップや共演内容をご提案します。 

 

実 施 可 能 時 期  実施可能時期スケジュール表をご確認ください。





12

1.5 2.0

15







   

( 8 )

   

( 8 )

(  

( )

 



 

( ) ( )

729  
140  
144  
62  
20  
19  

224  
219  
147  
168  
276  
281  
31  





  



















劇
げ き

団
だ ん

 芸
げ い

優
ゆ う

座
ざ

のご紹
しょう

介
か い

　劇
げ き

団
だ ん

芸
げ い

優
ゆ う

座
ざ

は、「青
せ い

少
しょう

年
ね ん

にだからこそ最
さ い

高
こ う

の演
え ん

劇
げ き

を見
み

せたい」という理
り

念
ね ん

のもと、1972年
ね ん

に創
そ う

立
り つ

されて以
い

来
ら い

、 全
ぜ ん

国
こ く

のホール・会
か い

館
か ん

をはじめ、文
ぶ ん

化
か

庁
ちょう

の助
じ ょ

成
せ い

公
こ う

演
え ん

、公
こ う

文
ぶ ん

協
きょう

自
じ

主
し ゅ

事
じ

業
ぎょう

、教
きょう

育
い く

委
い

員
い ん

会
か い

、小
しょう

・中
ちゅう

・高
こ う

校
こ う

の芸
げ い

術
じゅつ

鑑
か ん

賞
しょう

教
きょう

室
し つ

等
な ど

での公
こ う

演
え ん

を、『演
え ん

劇
げ き

は、まず面
お も

白
し ろ

く、確
た し

かなテーマで観
か ん

客
きゃく

と共
と も

に創
そ う

造
ぞ う

す

る」をモットーに、精
せ い

力
りょく

的
て き

に活
か つ

動
ど う

してきました。18歳
さ い

から85歳
さ い

まで各
か く

世
せ

代
だ い

にわたる劇
げ き

団
だ ん

員
い ん

・研
け ん

究
きゅう

生
せ い

およそ60名
め い

が共
と も

に日
に ち

夜
や

研
け ん

鑽
さ ん

に励
は げ

み、今
こ

年
と し

は12作
さ く

品
ひ ん

のレパートリーを展
て ん

開
か い

しています。

文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による子
こ

供
ども

育
いく

成
せい

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

－巡
じゅん

回
かい

公
こう

演
えん

事
じ

業
ぎょう

－

令
れい

和
わ

２年
ねん

度
ど

劇団 芸優座  公演

脚本／平塚 仁郎　 演出／村田 里絵

い っ     き ゅ う

〒182-0025  東京都調布市多摩川2-28-4
Tel.042-489-4555㈹   geiyuza＠mri.biglobe.ne.jp 劇団  芸優座

　1977年
ねん

にユネスコの要
よう

請
せい

で設
せつ

立
りつ

された国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

評
ひょう

議
ぎ

会
かい

という会
かい

議
ぎ

で、

翌
よく

年
ねん

の1978年
ねん

から毎
まい

年
とし

10月
がつ

1
ついたち

日を、世
せ

界
かい

の人
ひと

々
びと

が音
おん

楽
がく

を通
つう

じてお互
たが

いに

仲
なか

良
よ

くなり交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めていくために「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」とすることとしました。

　日
に

本
ほん

では、1994年
ねん

から毎
まい

年
とし

10月
がつ

1
つい

日
たち

を「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」と定
さだ

めています。

知
し

ってますか？　～10月
が つ

1
つい

日
た ち

は「国
こ く

際
さ い

音
お ん

楽
が く

の日
ひ

」です～ 「文
ぶ ん

化
か

芸
げ い

術
じゅつ

による子
こ

供
ど も

育
い く

成
せ い

総
そ う

合
ご う

事
じ

業
ぎょう

 ─巡
じゅん

回
か い

公
こ う

演
え ん

事
じ

業
ぎょう

─」
　我

わ

が国
くに

の一
いち

流
りゅう

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

団
だん

体
たい

が、小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
など

において公
こう

演
えん

し、子
こ

供
ども

たちが優
すぐ

れた舞
ぶ

台
たい

芸
げい

術
じゅつ

を鑑
かん

賞
しょう

する機
き

会
かい

を得
え

ることにより、子
こ

供
ども

たちの発
はっ

想
そう

力
りょく

やコミュニケーション能
のう

力
りょく

の育
いく

成
せい

、将
しょう

来
らい

の芸
げい

術
じゅつ

家
か

の育
いく

成
せい

や国
こく

民
みん

の芸
げい

術
じゅつ

鑑
かん

賞
しょう

能
のう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

につなげることを目
もく

的
てき

としています。
　事

じ

前
ぜん

のワークショップでは、子
こ

供
ども

たちに実
じつ

演
えん

指
し

導
どう

または鑑
かん

賞
しょう

指
し

導
どう

を行
おこな

いま
す。また、実

じつ

演
えん

では、できるだけ子
こ

供
ども

たちにも参
さん

加
か

してもらいます。



第
だ い い ち ま く

一幕　　第
だ い い ち ば

一場　お寺
て ら

の大
お お ひ ろ ま

広間

　昔
むかしむかし

々、ある静
しず

かな山
やま

の中
なか

に安
あ ん こ く じ

国寺というお寺
てら

がありました。そこで

は、一
いっきゅう

休・珍
ちん

念
ねん

・周
しゅうあん

安という三
さんにん

人の小
こ ぞ う

僧さんたちが修
しゅぎょう

行に励
はげ

んでおり

ました。特
とく

に一
いっきゅう

休さんは、「とんち」にかけては将
しょうぐん

軍様
さま

の耳
みみ

にも届
とど

く

ほどの評
ひょうばん

判でした。

　ある日
ひ

のこと、村
むら

のお熊
くま

ばあさんが水
みずあめ

飴を持
も

って和
おしょう

尚さんを訪
たず

ねて

きたのですが、いつもいたずらばかりしている小
こ ぞ う

僧さんたちがもらっ

たのは水
みずあめ

飴ではなく、なんと・・・！ すると、今
こ ん ど

度はその仕
し か え

返しに、

一
いっきゅう

休さんが「秘
ひ で ん

伝の化
けしょうすい

粧水」をお熊
くま

ばあさんの顔
かお

につけると、なん

と・・・！ そんな大
おおさわ

騒ぎをしているさなか、お代
だいかん

官さまがやってきて、

一
いっきゅう

休さんが将
しょうぐん

軍様
さま

にお
ほ

褒めにあずかったという「とんち」を聞
き

きたい

と言
い

い出
だ

します。そこで一
いっきゅう

休さんは、ほかの小
こ ぞ う

僧さんたちと一
いっしょ

緒に、

芝
し ば い

居仕
じ た

立てで披
ひ ろ う

露することに・・・！

　　　　　第
だ い に ば

二場　お寺
て ら

の門
も ん ぜ ん

前

　またある日
ひ

のこと、村
むら

の子
こ ど も

供たちが、道
みち

でたおれていたおよしさんをつれてやってきました。

およしさんは、足
あし

にちょっとした怪
け が

我をしたのがひどくなり、痛
いた

くて痛
いた

くて困
こま

っていたため、

一
いっきゅう

休さんにお願
ねが

い事
ごと

があったのです。そこへ薬
くすりや

屋の久
きゅう  べ  え

兵衛さんが血
けっそう

相を変
か

えて飛
と

んできた！

およしさんの願いとは一
いったい

体・・・そして、久
きゅう  べ  え

兵衛さんは何
なん

のためにお寺
てら

へやってきたので

しょうか。

第
だ い に ま く

二幕　　第
だ い い ち ば

一場　里
さ と

の夕
ゆ う け い

景

三
さんにん

人の小
こ ぞ う

僧さんたちは、修
しゅぎょう

行の合
あ い ま

間に村
むら

の子
こ ど も

供たちとよく遊
あそ

びます。今
き ょ う

日はみんな

でなぞなぞです。さて、誰
だれ

がどんな問
もんだい

題を

だすのかな？

　　　　　第
だ い に ば

二場　お寺
て ら

の大
お お ひ ろ ま

広間

　修
しゅぎょう

行に遊
あそ

びに、お寺
てら

での毎
まいにち

日を元
げ ん き

気に送
おく

っ

ている一
いっきゅう

休さんでしたが、もう何
なんねん

年も母
ははうえ

上と

は会
あ

っていませんでした。そんなある日
ひ

、そ

の母
ははうえ

上が突
とつぜん

然訪
たず

ねてきたというではありませ

んか。さあ、困
こま

ったのは和
おしょう

尚さんや村
むら

の名
な ぬ し

主

さまばかりではありません。というのも、実
じつ

は一
いっきゅう

休さんの両
りょうしん

親には複
ふくざつ

雑な事
じじょう

情があり、た

とえお寺
てら

の中
なか

でも、一
いっきゅう

休さんと会
あ

うわけには

いかなかったのです。その上
うえ

、そこへお代
だいかん

官

さままでやってきて・・・さあ、一
いっきゅう

休さんと

母
ははうえ

上は、晴
は

れて対
たいめん

面できるのでしょうか。

登
とうじょうじんぶつ

場人物
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甚
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内さん

およしさん

子
こもり

守のあいちゃん

薬
くすり や きゅう べ え

屋久兵衛さん

名
なぬし

主さま

母
ははうえ

上

家
けらい

来高
たかみつ

光

村
むら

の子
こども

供たち

あらすじ
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　昭和49(1974)年１月、早野寿郎(故人)・小沢昭一(故人)等が中心となって活動していた劇団俳優小劇場が、現在の

「劇団俳小」としてスタートした。ヨーロッパ・アメリカ演劇から、日本の古典、新作、あるいは詩や小説をそのまま舞台

にのせたりと、一定の演劇理念にとらわれない幅広い演劇活動を続けながら、舞台芸術の原点を探る演劇創造集団

として定評がある。

　昭和51(1976)年、『あの人は帰ってこなかった』(早野寿郎演出)で文化庁・芸術祭優秀賞を受賞。平成２(1990)年、

藤田傳、作・演出による『檻の中の国境』がNHKのニュースになり、話題に上る。平成7(1995)年、ジェームス三木、作・

演出『上杉鷹山』を地方行政（山形県米沢市）との共同制作を行うことで注目を浴びる。平成16(2004)年、ロシア・マー

ルイ劇場の主任演出家ウラジーミル・ベイリス氏を招聘して、『悲喜劇―自殺者』（原作・エルドマン）を上演し、大成

功を収める。また、『橋からの眺め』、『五稜郭』、『どさ回りのハムレット』、『金閣炎上』などで、池袋演劇祭の数々の賞

を受賞する。

　創立以来、全国の小中学校、高校を対象とした学校公演を実施し、文化芸術による子供育成総合事業(旧・文化芸

術による子供の育成事業等）は平成11年以降、ほぼ毎年参加している。

― 巡回公演事業 ―

ぶん　か　げいじゅつ　　　　　　　    こ 　ど も  い く  せ い  そう　ごう 　じ　ぎょう
文化芸術による子供育成総合事業

じゅんかいこう　えん　じ　ぎょう

　わが国の一流の文化芸術団体が、小学校・中学校等において公演し、子供た
ちが優れた舞台芸術を鑑賞する機会を得ることにより、子供たちの発想力やコ
ミュニケーション能力の育成、将来の芸術家の育成や国民の芸術鑑賞能力の向
上につなげることを目的としています。
　事前のワークショップでは、子供たちに実演指導又は鑑賞指導を行います。ま
た、実演では、できるだけ子供たちにも参加してもらいます。

　　　　 くに　　いちりゅう　　  ぶんか げいじゅつだんたい　　　しょうがっこう    ちゅうがっこう など　　　　　　　　  こうえん　　　　こども

　　　　すぐ　　　　  ぶたい げいじゅつ　  かんしょう　　　　 きかい　　　 え　　　　　　　　　　　　　こども　　　　　　  はっそうりょく

　　　　　　　　　　　　　　 のうりょく　　 いくせい　しょうらい　　げいじゅつか　　 いくせい　　  こくみん　   げいじゅつかんしょうのうりょく  　こう

じょう　　　　　　　　　　　　　　   もくてき

   じぜん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　こども　　　　　　 じつえん    しどう   また　　かんしょう  しどう

　　　じつえん　　　　　　　　　　　　　　　こども　　　　　　　　   さんか

文化芸術による子供育成総合事業     －巡回公演事業ー
ぶん　か　げいじゅつ                         こ    どもいく せい そう ごう   じ　ぎょう　　　　　　じゅんかい　こう　えん　じ　ぎょう

実施校以外の地元主催者実 施 校開 催 月 日
じっ  し　 こう　　かい さい ち　　　　
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しょう　わ　　　　　　　　　ねん　　がつ　はや　の　とし　ろう　　こ　じん　　　お ざわしょういち　 こ   じん               ら          ちゅうしん　　　　　   　　かつ　どう　　　　　　　　げき　だんはいゆうしょうげきじょう　　　げんざい　

　げきだんはいしょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　えんげき　　　　   　に　ほん　　　こ　てん　　しん　さく　　　　　　　   　　し　　　しょうせつ　　　　　　　　   　ぶ　たい

　　　　　　                         　いっ　てい　　　えん　げき　り　ねん　　　　　　　　　　　　   　はばひろ　　　えんげき　かつ　どう　　つづ　　　　　　   　　　ぶ　たいげいじゅつ　　げんてん　　さぐ　    　えんげき　そうぞうしゅうだん

　             　ていひょう

　しょう　わ　　　　　　　　　ねん　　　　　　ひと　　かえ　　　　　　　　　　　　　　　はや　の　とし　ろうえんしゅつ　　　ぶん　か　ちょう　げいじゅつさい ゆうしゅうしょう　　じゅしょう　へいせい　　　　　　　　ねん

ふじ　た　でん　　さく　　えんしゅつ　　　　　　 おり　　なか　　こっきょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  わ　だい　　 のぼ　　　へいせい　　　　　　　ねん　　　　　　　　　　　み　き　　さく

えんしゅつ　うえすぎ　よう　ざん　　　　ち　ほうぎょうせい　やまがた　けんよね　ざわ　し　　　　　きょうどうせいさく　　おこな　　　　　　ちゅうもく　　　あ　　　　　　へいせい　　　　　　　　ねん

　　　　げきじょう　　しゅ　にんえんしゅつか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　しょうへい　　　　　　ひ　　き　げき　　　　じ　さつ　しゃ　　げんさく　　　　　　　　　　　　　　じょうえん　　　だいせい

　こう　　おさ　　　　　　　　　　　はし　　　　　　なが　　　　　　ご　りょうかく　　　　　　　まわ　　　　　　　　　　　　　　　　きんかく　えんじょう　　　　　　　　いけぶくろえんげきさい　　かず　かず　　しょう

　　じゅしょう

　そう　りつ　い　らい　　ぜん　こく　　しょうちゅうがっこう　  こう　こう　　たいしょう　　　　　　がっ　こう　こう　えん　　 じっ　し　　　 ぶん   かげいじゅつ            　　　こ   ども いく せい そう ごう   じ ぎょう きゅう   ぶん  か  げい

じゅつ　　　　　 こ    ども　　 いく せい  じ ぎょうなど　　　へいせい　 　ねん  い　こう　　　　 　まい　とし　さん　か

巡回公演事業 
じゅんかいこうえん じ ぎょう

―



＜登場人物＞

秋森　良太郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
モデル・石ノ森章太郎。新進気鋭の漫画家としてトキワ荘に引っ越してくる。

秋森　恵美・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
秋森良太郎の姉。病弱な身体を粉にして、トキワ荘の漫画家たちのために献身的に働く。

木塚　修身・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
モデル・手塚治虫。漫画家たちの憧れの存在。スランプでなかなか漫画が描けない。

赤坂　不二朗・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
モデル・赤塚不二夫。秋森良太郎の幼馴染で、彼の一番の理解者。

寺本　文緒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
モデル・寺田ヒロオ。黙 と々かつての手法で漫画を描き続けている。

水島　洋子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
モデル・水野栄子。秋森良太郎の漫画を酷評する。

藤本　博文・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
モデル・藤子・F・不二雄。愛甲郁夫とコンビを組んで漫画を描いている。

愛甲　郁夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
モデル・藤子不二雄Ⓐ。藤本博文とコンビを組んで漫画を描いている。

岡　達彦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
若手の漫画家。自分の描いた漫画がなかなか認められず、漫画家の道を諦める。

内山　啓・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
モデル・「漫画少年」編集長、加藤謙一。木塚修身を見出したことに誇りを持っている。

島本　賢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
内山啓が経営する漫画雑誌の編集者。木塚修身よりも若手漫画家たちを応援している。

大瀧浩一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
トキワ荘に住んでいる小説家。漫画を低俗なものだと見下している。

佐々木　あけみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
トキワ荘の近所にあるラーメン松葉で働いている。女優を目指して上京してきた。

永井 たけし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
秋森良太郎に憧れてトキワ荘にやって来た若手漫画家。

　　　とうじょう　じんぶつ

　あき　もり　　　りょう　た　ろう

　　　　　　　いし　の　もりしょう　た　ろう　　しん　しん　き　えい　　　まん　が　か　　　　　　　　　　　　そう　　　ひ　　　こ

　あき　もり　　　え　み

あき　もり　りょう　た　ろう　　　あね　びょうじゃく　　からだ　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　そう　　　まん　が　か　　　　　　　　　　　　　けんしん　てき　　はたら

　き　づか　　おさ　み

　　　　　　　　て　づかおさ　む　　まん　が　　か　　　　　　　あこが　　　　そんざい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まん　が　　　　か

　あか　さか　　　ふ　　じ  ろう

　　　　　　　あかつか　ふ　　じ　お　　あき　もり　りょう　た　ろう　　　おさななじみ　　　かれ　　いちばん　　 り　かい　しゃ

　てら　もと　　　ふみ　お

　　　　　　　てら　だ　　　　　　　　もく　もく　　　　　　　　　　しゅ　ほう　　　まん　が　　　　か　　　つづ

　　みずしま　　　よう　こ

　　　　　　　みず　の　えい　こ　　あき　もりりょう　た　ろう　　　まん　が　　　こくひょう

　　ふじ　もと　　　ひろふみ

　　　　　　　ふじ　こ　　　　　ふ　　じ　　お　　あいこう　いく　お　　　　　　　　　　　く　　　　　まん　が　　　か

　あい　こう　　　いく　お

　　　　　　　ふじ　こ　　ふ　　じ　　お　　　　　　ふじ　もと　ひろふみ　　　　　　　　　　　　く　　　　　まん　が　　　か

　　おか　　　たつひこ

わか　て　　　まん　が　か　　じぶん　　　　　　　　か　　　　　まん　　が　　　　　　　　　　みとめ　　　　　　　　　まん　が　か　　　みち　　あきら

　うち　やま　　けい

　　　　　　　　まん　が　しょうねん　へんしゅうちょう　か　とう　けんいち　　き　づかおさ　み　　　みいだ　　　　　　　　　　ほこ　　　　も

　しま　もと　　　けん

　　　　　うち　やま　けい　　　けいえい　　　　まん　が　ざっ　し　　　へんしゅうしゃ　　き　づかおさ　み　　　　　　わか　て　まん　が　か　　　　　　　おう　えん

　　おおたき　こういち

　　　　　　そう　　　す　　　　　　　　しょうせつ　か　　まんが　　　ていぞく　　　　　　　　　　　み　くだ

　さ　さ　き

　　　　　　そう　　　きんじょ　　　　　　　　　　　　　　まつば　　　はたら　　　　　　　　　じょ　ゆう　　　め　ざ　　　　じょうきょう

　　なが  い

あき　もりりょう　た　ろう　　あこが　　　　　　　　　そう　　　　　　　　き　　　わか　て　まん　が　か

＜スタッフ＞

作・演出・・・・・・・・・・・・

舞台美術・・・・・・・・・・・

照明プラン・・・・・・・・・

音響プラン・・・・・・・・・

　音楽／歌唱指導・・・・・

衣装デザイン・・・・・・・

演出助手・・・・・・・・・・・

演出補・・・・・・・・・・・・・

舞台監督・・・・・・・・・・・

竹 内 　 一 郎

内 山 　 勉

竹 井 　 崇

射 場 　 重 明

平岩　佐和子

五十嵐　博子

勝 山 　 了 介

勝 山 　 了 介

手 塚 　 耕 一

　昭和30年、東京都豊島区椎名町にある

おんぼろアパート「トキワ荘」。そこに集

まった漫画家たちの織りなす輝かしくも

ほろ苦い青春の1ページ。

　「トキワ荘」には、寺本文緒（モデル・寺

田ヒロオ）、藤本博文（モデル・藤子・F・不

二雄）、愛甲郁夫（モデル・藤子不二雄

Ⓐ）、そして、木塚修身（モデル・手塚治虫）

といった漫画界のそうそうたる面々が住み、日夜、漫画を描き続けていた。そこへ、赤坂不二朗（モデル・赤

塚不二夫）と一緒に、新進気鋭の漫画家・秋森良太郎（モデル・石ノ森章太郎）が引っ越してくる。

　秋森が始めた新連載の少年漫画は、予想以上の大ヒット。一方、木塚はスランプ気味。ついには、漫画雑

誌の発売日を遅らせる事態に。そのため、廃刊の事態にまで陥ってしまう。

　漫画雑誌の廃刊に落胆するトキワ荘の住人たち。自暴自棄になり創作意欲も消え失せてしまうのだが

……。

　夢や希望を抱きながらも、ときには焦り、苦しみながら作品づくりに没頭した若き日の漫画家たち。トキワ

荘で過ごした彼らの成長を瑞 し々く描く。

マンガの聖地「トキワ荘」を舞台に、
若き日の漫画家たちは『夢』と『希望』を描き続けていた！！

佐 京 　 翔 也

西本　さおり

大川原　直太

駒 形 　 亘 昭

手 塚 　 優

諸角　真奈美

大久保　卓洋

宮 崎 　 佑 介

廣 瀬 　 大 智

手 塚 　 耕 一

北 郷 　 良

小池　のぞみ

小池　のぞみ

さきょう　 　 しょうや

にしもと　 　 　 　 　 　

お お か わ ら 　 な お た

こまがた　 　 の ぶあき

て づ か 　 ゆ う

もろずみ　　ま　な　み

お　お　く　ぼ　 たかひろ

み やざき　 　 ゆうす け

ひ ろ せ 　 だ い ち

て づ か 　 　 こう い ち

ほん　ごう　　　りょう

こ い け 　 　 　 　 　

こ い け 　 　 　 　 　

あ ら す じ しょうわ　　　ねん　　とうきょう　と　　と　しま　く　しい　な　まち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そう　　　　　　　　　あつ

　　　　　　まん　が　か　　　　　　　　お　　　　　　かがや

　　　　にが　　せいしゅん　

　　　　　　　　そう　　　　　　　てら　もと　ふみ　お　　　　　　　　　てら

　だ　　　　　　　　　ふじもと　ひろふみ　　　　　　　　　ふじ　こ　　　　　ふ

　じ　　お　　　　あい　こう　いく　お　　　　　　　　　　ふじ　こ　　ふ　　じ　　お

　　　　　　　　　　　き　づかおさ　み　　　　　　　　　て　づかおさ　む

　　　　　　　　まん　が　かい　　　　　　　　　　　　　　めんめん　　　す　　　　にち　や　　まん　が　　　か　　　つづ　　　　　　　　　　　　　　　　あかさか　ふ　じ　お　　　　　　　　　あか

つか　ふ　　じ　　お　　　　いっ　しょ　　　　しん　しん　き　えい　　まん　が　か　　あきもりりょう　た　ろう　　　　　　　　いし　の　もりしょう　た　ろう　　　　ひ　　　こ

　あき　もり　　　はじ　　　　　しんれんさい　　　しょうねんまん　が　　　　　よ　そう　い　じょう　　だい　　　　　　いっ　ぽう　　き　づか　　　　　　　　　　　ぎ　　み　　　　　　　　　　　まん　が　ざっ

　し　　　はつばい　び　　　おく　　　　　　じ　たい　　　　　　　　　　　　はいかん　　　じ　たい　　　　　　おちい

　　　まん　が　ざっ　し　　　はいかん　　　らく　たん　　　　　　　　　　そう　　じゅうにん　　　　　　じ　ぼう　じ　　き　　　　　　　そうさく　い　よく　　　き　　　う

　　ゆめ　　　き　ぼう　　いだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あせ　　　くる　　　　　　　　　　さく　ひん　　　　　　　ぼっ　とう　　　　わか　　　ひ　　　まん　が　　か

そう　　　す　　　　　　かれ　　　　せいちょう　　みずみず　　　　えが

　　　さく　　えんしゅつ

　ぶ　たい　び　じゅつ

　　しょうめい

　　おんきょう

　　おん　がく　　　か　しょう　し　どう

　い　しょう

　えんしゅつじょしゅ

　　えんしゅつほ

　ぶ　たいかんとく

たけ　うち　 いち　ろう

うち　　やま　　　　 つとむ

たけ　　　い　　　　　たかし

　い　　ば　　　　しげ　あき

ひら　いわ　　　さ　　わ　　こ

　い　か　ら　し　　　ひろ　こ

かつ　やま　 　　りょう　すけ

かつ　やま　 　　りょう　すけ 

  て    づか　          こう   いち

　　　　　　　　せい　ち　　　　　　　　そう　　　　ぶ　たい

　わか　　　ひ　　　まん　が　か　　　　　　　　ゆめ　　　　　き　ぼう　　　えが　　つづ

かわさき ひろゆき
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令和２年度 文化芸術による子供育成総合事業 ―巡回公演事業―  現代舞踊 HIPHOP DANCE

ヒップホッ
プダンス！

特定非営利活動法人　国際文化交流促進協会 カルティベイト

HIPHOP!
これが

ー日韓トッ
プダンサー

夢の競演ー

「文化芸術による子供育成総合事業 ー巡回公演事業ー」
ぶんかげいじゅつ

さんか

え こども はっそうりょく のうりょく いくせい しょうらい げいじゅつか いくせい こくみん げいじゅつかんしょう

じぜん こども じつえんしどう また こどもじつえんかんしょうしどう

のうりょく こうじょう もくてき

しょうがっこうわ くに いちりゅう すぐ ぶたいげいじゅつ かんしょう きかいぶんかげいじゅつだんたい ちゅうがっこうなど こうえん こども

こどもいくせいそうごうじぎょう じゅんかいこうえんじぎょう

我が国の一流の文化芸術団体が、小学校･中学校等において公演し、子供たちが優れた舞台芸術を鑑賞する機会

を得ることにより、子供たちの発想力やコミュニケーション能力の育成、将来の芸術家の育成や国民の芸術鑑賞

能力の向上につなげることを目的としています。

事前のワークショップでは、子供たちに実演指導又は鑑賞指導を行います。また、実演では、できるだけ子供た

ちにも参加してもらいます。　

ププダンス！

これが

わ くに いちりゅう



DANCERHIPHOP!
これが

だい しょう

だい しょう

だい しょう

だい しょう

だい しょう

ザ バトル

おど

しつもん

PROGRAM
ヒップホッ

プダンス！

HIPHOP!
これが

DANCE
ヒップホッ

プダンス！

ヒップホッ
プダンス！

PHOP!
これが

オープニング

第1章 ヒップホップダンス

第2章 ヒューマンビートボックス

第3章 THE BATTLE

第4章 みんなで踊ろう！！

第5章 質問コーナー

エンディング

プログラム

EGA

TAZO

SHIHO Qoo

GEN Bruce Lee

KITE TOSHI

The end MC：四元 理菜

ダンサー

ダンス

ポップダンス

ロックダンス

ブレイクダンス

HIヒップホップダンスって
なん

何だろう？
ろじょう

路上で
わかもの

若者たちによって
う

生まれ
せかいてき

世界的に
ひろ

広がっているヒップホップダン
　

ス。
そのダンススタイルは

いま

今もダンサー
たち

達により
かずおお

数多く
う

生み
だ

出されています。
その

なか

中で
だいひょうてき

代表的な3つのダンススタイルをこのステージでご
らん

覧ください。

●ロックダンス
　ロック（lock）とは

かぎ

鍵を
い

言い、
はげ

激しい
うご

動きから
せいし

静止、
からだ

体が
かた

固まった
よう

様に
と

止まりポー
　ズを

と

取るスタイルです。ダイナミックなとてもメリハリがある
　

ダンスです。

●ポップダンス
　ポップ（pop）、

からだ

体・
きんにく

筋肉を
はじ

弾くという
い み

意味からこう
よ

呼ばれ、
うご

動きが
おもしろ

面白くロボット
　ダンスと

よ

呼ばれるスタイルもあります。
とく

特に
ゆうめい

有名なマイケル・ジャクソンのムーン　
　ウォークもポップダンスに

ふく

含まれます。

●ブレイクダンス
　ブレイク（break）は

かたて

片手で
さかだ

逆立ち
かいてん

回転したり、
あたま

頭や
せなか

背中だけでグルグルと
まわ

回り
お

終
　わりに

き

決めポーズとる
など

等のアクロバティックなダンススタイルです。
にほん

日本の
わか

若い
だんじょ

男女
　のブレイクダンサーがユースオリンピックや

せかい

世界の
たいかい

大会で
ゆうしょう

優勝する
など

等、
だいかつやく

大活躍して
　い

　

ます。

ポッポポップダンス

ロックダンスス

プダンス！

ブブレレイクダンン
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分野，種目（該当する種目に○を付してください。） 

 

申請する区分に，○を付してください。           Ａ区分のみ ・ Ａ区分とＢ区分の両方 ・ C 区分 

 

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。）          あ り  ・  な し 

 

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

 (１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能 

 (２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能   

 (３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能 

 (４) その他（                                                     ） 

芸術文化団体の概要  

ふ り が な 

制 作 団 体 名  

かぶしきがいしゃ でんとうげいのうおふぃす 

株式会社 伝統芸能オフィス 

代表者職・氏名 代表取締役 中坪眞 

制作団体所在地 

（最寄り駅・バス停） 

〒221-0822 

神奈川県横浜市神奈川区西神奈川 1-15-2 パーソナルハイツ東白楽 101 

東急東横線「東白楽駅」 

電 話 番 号  045-324-3421 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 046-872-5159 

ふ り が な 

公 演 団 体 名  

いっぱんしゃだんほうじん みやけきょうげんかい 

一般社団法人 三宅狂言会 

代表者職・氏名 代表理事 三宅右近（和泉流狂言方） 

公演団体所在地 

（最寄り駅・バス停） 

〒176-0021 

東京都 練馬区貫井 3-33-2 

 

制 作 団 体 

設 立 年 月  
昭和 51 年 4 月  

制 作 団 体 

組 織 

役  職  員 団体構成員及び加入条件等 

代表取締役 中坪眞 

取締役    中坪一世 

40 名（落語家、狂言師、音楽家など） 

制作スタッフ：13 名 

舞台スタッフ：10 名 

 

事務体制の担当 専任  ・  他の業務と兼任 本事業担当者名 
中坪眞 

経理処理等の 

監査担当の有無 
有   ・  無 経理責任者名 

村田翔太郎 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共

通 №1(実演芸術) 



                                    

 2 

制作団体沿革 ●㈱伝統芸能オフィス（通称・日本伝統芸能を守る会）・沿革  

○昭和 43 年糸あやつり人形結城糸女子一座（ゆうきしめこ）沖縄公演（沖縄復帰以前）に 

○昭和 47 年全国の小中学高校の児童生徒対象に日本の伝統芸能（落語、能狂言、邦

楽など）芸術鑑賞教室を始める。落語は学校寄席、わんぱく寄席で定着 狂言は和泉流、

大蔵流で狂言鑑賞教室を全国展開。 

昭和 51 年 4 月 株式会社ナカシン設立。 

平成 9 年 創立 25 周年を迎える 

平成 14 年 1 月 株式会社伝統芸能オフィスに社名変更 通称「日本伝統芸能を守る会」 

平成 25 年 5 月厚生労働省児童福祉文化財特別部門受賞（日本伝統芸能を守る会 長年

にわたって 日本の伝統芸能を子どもたちに普及し、児童の健全育成に貢献してきた活動

にたいして） 

学校等における 

公演実績 

昭和 47 年より現在まで 10000 校以上 

     年間 150 校の学校での公演実績 

 

平成 17･18 年「本物の舞台芸術体験事業」 

平成 20 年 21 年 22 年「本物の舞台芸術体験事業」 

平成 23 年「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」 

平成 25 年「次代を担う子供の文化芸術体験事業」 

平成 26 年「次代を担う子供の文化芸術体験事業」 

平成 27 年「文化芸術による子供の育成事業」 

平成 28 年「文化芸術による子供の育成事業」 

平成 29 年「文化芸術による子供の育成事業」 

平成 30 年「文化芸術による子供の育成事業」 

令和元年「文化芸術による子供育成総合事業」 

令和 2 年「文化芸術による子供育成総合事業」 

        平成 23 年北区文化振興財団「親子で楽しむ狂言」 

 

特別支援学校に

おける公演実績 

北海道余市養護学校しりべし学園分校 

香川県立善通寺養護学校 

横須賀ろう学校 

参考資料の 

有無 

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 有   ・  無 

申請する演目の DVD または WEB 公開資料 有   ・  無 

※公開資料有の場合 URL https://youtu.be/qsgmDER8b
eI 

 

※閲覧に権限が必要な場合の ID およびパス

ワード 
ID: 

PW: 

A の 

提出が

困難な

場合 

今回申請する演目に近い演目で公演の様子

がわかる内容の DVD または WEB 公開資料 
有   ・  無 

※公開資料有の場合 URL  

※閲覧に権限が必要な場合の ID およびパス

ワード 
ID: 

PW: 
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   №2(実演芸術) 

公 演 ・ ワークショップの内 容                     【公演団体名 株式会社伝統芸能オフィス】 

対   象 小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ）   ・   中 学 生 

企画名 みんなが主役！  狂言「茸（くさびら）」 

本公演演目 

 

原作／作曲 

脚    本 

演出／振付 

 

 

 

第１部 

  1、狂言解説 ～狂言ってなあに？～ 

  2、狂言 「盆山 ぼんさん」 

  3、狂言体験 ～僕も私も 1日狂言師～ 

 
 + + + +  + + + 休   憩   （15 分）+ + + + + + +  

 

第２部 

  4、狂言 「茸 くさびら」―大勢狂言― 
    ※ 監修  振り付け……三宅右近（和泉流狂言方） 
 ※ 企画原案 演出 脚本 構成………………なかつぼ まこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公演時間（ 90 分） 

 著作権 ○ 
制作団体が

所有 
 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 
 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共

通 

ｖ 
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演 目 概 要  
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演 目 選 択 理 由 
「狂言の基本要素が盛り込まれた作品」 〜盆山

ぼんさん

〜 

狂言「盆山」は、狂言の特色である、所作、セリフ、擬音など総てが盛り込ま

れた作品で、初めて狂言を鑑賞する人にも楽しめる作品です。 

子どもたちは想像力を補いながら舞台を楽しむことができるシンプルながら

わかりやすい演目です。 

「子どもたちだからこそ表現ができる演目」 〜 茸
くさびら

〜 

狂言「茸」は、子どもたちが主役です。 

大人では決して表現できない細やかな動きやかわいらしさなど、 

子どもたちだからこそ作り出せることができる作品です。 

 

本物の舞台で本物の衣裳を身にまとい、狂言師と同じ舞台で共演すること

は、多感な時期の子どもたちにとって得られることのない貴重な体験になり、

狂言への興味や印象を一層深く残すこととなるでしょう。 

また、児童・生徒同士や先生・出演者と協力して一緒に舞台を作り上げること

は、共演者として一体感が生まれ、お互いのコミュニケーション能力を高める

きっかけにもなります。 

 

「狂言をもっと身近に感じるという効果も」 

  低学年には難しいと思われている狂言ですが、子どもたちは言葉の響きの 

  面白さや狂言独特の空気を自然と感じ取って楽しむ能力があります。 

観客の児童生徒は、自分の友人や身近な人間が舞台に出ていることで、 

より親近感がわき、狂言をもっと身近に感じていただけるようです。 

 

実際に児童・生徒が登場するやいなや、会場からあたたかい笑いが 

あふれ出し、出演の子どもたちが作った「面」や「笠」を見て、 

その色とりどりの模様や形のおもしろさを楽しんでいます。 

   

「文化継承の担い手を育てる」 

  次代を担う子どもたちが、狂言の舞台に参加し、作品を作り上げることで強

い印象を残すことができます。 

  狂言をより身近に感じていただき、将来において狂言を支える観客が育つこと

を目的としております。 

 

児童・生徒の共 

演 ， 参 加 又 は 

体 験 の 形 態 

 

○ 狂言「茸」出演者―キノコ役…12 名（できれば低学年から高学年） 

            鬼茸役…先生 1 名 

事前ワークショップで狂言「茸」のお稽古をします。 

※ 出来るだけ年代層が広がっているほうが大小様々な茸が登場して面白く 

表現できますが、授業の関係などで難しい場合は臨機応変におこたえします 

  狂言師は礼儀の仕方からはじまり、真剣に児童・生徒たちと向き合って指導します。 

   この共演で、一つのものを完成させるという目標のもと、指導者と児童・生徒が 

   一丸となって稽古します。 

 

○ 全員参加―狂言の基本所作を学ぶ（礼儀作法、あいさつ） 

       動物の鳴き真似クイズで狂言の特徴を知る 

       狂言のセリフを実際に体験 

       狂言の謡「兎（うさぎ）」を謡う 
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出 演 者  

三宅右矩／三宅近成／高澤裕介／吉川秀樹／前田晃一／河路雅義／ 

大塚出／金田弘明など三宅狂言会（和泉流）から 5 名 

 

 

 

 

公演出演予定者数 

(１公演あたり) 

出 演 者： 5 名 

ス タ ッ フ： 4 名 

合   計：    9 名 

 

 

 

機 材 等  

運搬方法 

積載量   1  ｔ 

車 長   5.31  ｍ 

台 数   2  台 
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№3(実演芸術) 

【公演団体名 株式会社伝統芸能オフィス】 

公演に当たっての 

 会 場 条 件

  

実施条件等確認書①をご確認ください。

会場設営の所要

時間（タイムスケジ

ュール）の目安 

前日仕込み( 有 ・ 無 ) 会場設営の所要時間(  3 時間程度 ) 

到着 仕込み リハーサル 本公演 内 休

憩 

撤去 退出 

8：50 9：00-11：00 10：30-11：30 13：30 

-15：00 

15 分 15：00 

-17：00 

17：00  

※本公演時間の目安は、午後１時乃至１時 30 分からの概ね２時限分程度です。 

 

児 童 ・ 生 徒

の参加可能人数 

ワークショップ 12 名〜   （ご希望の場合は全校生徒も可能です） 

※12 名（茸役 先生 1 名） 

謡『兎』を謡う（全校生徒） 

 

本公演 全校生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共

通
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ワ ー ク シ ョ ッ プ 

実 施 形 態 

及 び 内 容 
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15 
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ワ ー ク シ ョ ッ プ 

実施形態の意図 

 

 

事前ワークショップ 

「自分たちで一つの作品を作り上げる」 

この舞台の主役は、子どもたちと先生自身です。 

鬼茸を先生が演じ、児童生徒が主役となって、 

実際の舞台で演じるところに大きな特色があります。 

    狂言では、お客様に楽しんでもらうために、 

     きびしい稽古を重ねて舞台に出ます。 

    体験する児童・生徒には、一つのことに取り組むことの大切さ、 

     うまくできたときの達成感など感じていただき、 

     今後何かをやり遂げる時には、この経験を思い出して 

    一つのことをやり遂げる力をつけてもらいたいと思います。 

 

「演技力、表現力を磨く」 

子どもたちが演じるキノコはさまざま。 

ちょこちょこと可愛らしい動きの低学年の子のキノコ。 

高学年はしっかりした動きのキノコ。 

鬼茸役の先生の怖くも威厳のある動き。 

それぞれ個性的なキノコたちが舞台の上で動き回り、 

創造性や演じる力を高めることができます。 

 

「共演で得られるもの」 

各学年から参加児童・生徒がそれぞれ集まり一つのことをやり遂げる。 

すると、参加児童同士が自主的に教え合い、高学年の児童が低学年の児童を 

フォローするなどコミュニケーションが生まれます。 

また自分自身の個性を磨くだけでなく、他の人の動きを観察して、 

自分との違いを研究するなど自分を客観視することもできます。 

お互い協力して舞台を作り上げることで、チームとしての団結力が深まるばかり 

ではなく、他の人よりも、もっと大きな声を出そうなどの、いい意味での対抗意識 

が生まれ、物事に取り組む意欲が高まる効果があります。 

 

指導者は子どもたちと真剣に取り組みます。子どもたちはその期待に 

答えようと一生懸命取り組んで、お互いの信頼関係が築き上げられます。 

 

「想像力・製作力が高まる」 

自分の想像力を駆使して、キノコの顔を「面」と「笠」をつくります。 

子ども達の自由な発想でデザインしたものは面白く、

舞台をより一層豊かにさせることができ、

児童・生徒それぞれの個性を表現する力が高まります。

先生、友達、家族の方々と話し合いながら 

オリジナルの「面」「笠」づくりを楽しみながら作成しましょう。 

※ 説明書はあくまでも作り方の一例としてお渡しします。

作る素材も自由に考えさせることで面白いものが出来上がります。

（子どもたちの自由な発想を大事に）
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本公演 

「狂言の楽しさを全員で体験する」 

子どもたちに、実際の狂言の舞台を体験してもらうことで、表現力、想像力を豊か

にし、伝統芸能をより身近に感じることができます。 

お稽古の前にはきちんと狂言師とお辞儀をしてお稽古に臨みます。 

 

特別支援学校で

の 実 施 に お け る

工夫点 

○大きな声で発声練習、笑い、擬音など仕草を行います 

○食べたり飲んだりする仕草など簡単なものを行います 

○学校の先生と綿密な打ち合わせをして行います 

＜以前行った内容＞ 

   どうしても出演したいという車椅子の生徒さんと先生の熱意に応え、 

狂言師の協力のもと茸役で参加していただきました。 

実 施 可 能 時 期  実施可能時期スケジュール表をご確認ください。
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Ⅵ 令和３年度「文化芸術による子供育成総合事業出演希望調書(実演芸術) 

分野，種目（該当する種目に○を付してください。）

分野 種目

【音楽】 合唱，オーケストラ等，音楽劇 

【演劇】 児童劇，演劇，ミュージカル 

【舞踊】 バレエ，現代舞踊 

【伝統芸能】 歌舞伎・能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸 

申請する区分に，○を付してください。           Ａ区分のみ ・ Ａ区分とＢ区分の両方 ・ C 区分 

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。）          あ り  ・  な し 

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

 (１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能 

 (２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能  

(３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能 

 (４) その他（                                                     ） 

芸術文化団体の概要  

ふ り が な

制 作 団 体 名

かぶしきがいしゃ さんろくや 

株式会社 三六屋

代表者職・氏名 代表取締役 阿部 洋介

制作団体所在地

（最寄り駅・バス停）

〒１２３－０８７１ 

東京都足立区椿２丁目２３－１５ （日暮里舎人ライナー・西新井大師西駅より徒歩約１５分）

電 話 番 号 ０３-５６９１-０１６０ Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０３-５６９１-０１６０ 

ふ り が な

公 演 団 体 名

つがるじゃみせん あべや 

津軽三味線 あべや

代表者職・氏名 阿部金三郎

公演団体所在地

（最寄り駅・バス停） 

〒１２３－０８７１ 

東京都足立区椿２丁目２３－１５ （日暮里舎人ライナー・西新井大師西駅より徒歩約１５分）

制 作 団 体

設 立 年 月
２０１０年９月３０日  

制 作 団 体 

組 織 

役  職  員 団体構成員及び加入条件等 

代表取締役社長 阿部洋介 

役員  阿部人斎 

役員  阿部園美

役員：３名 

従業員：４名 

出演者：１５名

事務体制の担当 専任  ・  他の業務と兼任 本事業担当者名 五木田 芙由美

経理処理等の 

監査担当の有無
有   ・  無 経理責任者名 阿部 園美

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通

№1(実演芸術)



制作団体沿革 株式会社 三六屋 

株式会社三六屋は日本の伝統芸能、郷土芸能の発展と普及に努めるべく組織されまし

た。国内外問わずその可能性を広げ様々なアプローチでその芸術や情報を発信していま

す。公演活動のサポートはもちろん音楽の指導、教育にも力を入れており様々なジャンル

の芸能を幅広い層に広めるべくレッスン活動も大きな規模で展開。代表をはじめ社員構

成員も若き人材を有しその力と才能を結集し従来にはない発想で現代における伝統芸能

のあり方進め方を演奏者と共に意見を交えながら作り上げていくスタイルは三六屋の最大

の特徴です。また独自で立ち上げたプロジェクト「HINOARHYTHM」はパンフレット、ホー

ムページはもちろん公演全体を全て英語で行うという新感覚の公演、ワークショップを行い

言葉や国を問わず楽しめる伝統芸能のグローバル化を計るプロジェクトとして精力的に公

演活動を実施しています。また革新的な取り組みと合わせて、先人が培った芸能は崩さず

壊さず伝統を守り継いでいき、進取と温故知新の精神で伝統芸能の新しい「時代」をつく

るプロフェッショナルチームです。 

2014 年 日・カリブ交流年事業公演達成 

2016 年 18 年 「HINOMARHYTHM」開催 

2018 年 津軽三味線・民謡団体「三乃会」と統合 

2019 年 高知よさこい楽曲提供 

他 CD出版多数 

津軽三味線 あべや 

津軽三味線全国チャンピオン 阿部金三郎・銀三郎兄弟を中心に結成された津軽三味

線、民謡を中心とした日本民俗音楽芸能集団。古来より日本人が培ってきた魂の音をメン

バー独自の構成で表現し、忘れかけていた日本の音の力、日本人の感性を呼び覚ます

舞台を届ける。ただ音楽を聞くのではなく心躍り楽しませるというエンターテイメント性を重

視した舞台には「笑い」「感動」「躍動」様々な転結を兼ね備え、見ている人を飽きさせな

い。躍動溢れる津軽三味線の旋律、どこか懐かしい民の謡（うた）い、尺八のもつ日本古

来の威風堂々とした音艶に、華やかな踊りが舞台を染める。若さ溢れる演者の表情から一

転した演奏表現は至高の作品である。2012 年にはアメリカ６都市で公演ロサンゼルス、ポ

ートランド、デンバー、ハワイ、シアトル、サンフランシスコ、UCLA（カルフォルニア大学ロ

サンゼルス校）とハワイ大学にて津軽三味線民謡ワークショップ開催。2013 年イギリス公

演、2014 年中南米ツアー（ジャマイカ、ハイチ、ベリーズ）と、近年活躍の場を海外へも広

げている。世界数 10 カ国の公演を通して感じてきた日本の音の力を確信した、あべや独

自の思想論「HINOMARHYTHM」は日本人が育んだ音の響きを世界中に届けるということ

を基礎に、世界を震撼させることで日本人が本当の「日本の力」を再認識するというプログ

ラムでありそれを掲げる。若き才能がぶつかりあう魂の舞台を、日本・世界のステージで展

開している。 

学校等における

公演実績 
平成２３年度： ２０公演 

平成２４年度： ２０公演 

平成２５年度： ２５公演 

平成２６年度： ７８公演（内文化芸術による子供の育成事業は１６公演） 

平成２７年１月２０日 島根県立出雲養護学校で派遣事業を実施。 

平成２７年度： ８１公演（内文化芸術による子供の育成事業は１７公演） 

平成２７年１１月２７日 宮崎県都城市立石山小学校で派遣事業を実施。 

平成２８年度： ６５公演 

平成２９年度： ６４公演（内文化芸術による子供の育成事業は２０公演） 

平成３０年度： ６８公演 



令和元年度： ７２公演 

令和２年度・文化芸術による子供育成総合事業（当初公演）： ３０公演

特別支援学校に

おける公演実績
平成 26 年度 文化芸術による子どもの育成事業  派遣事業 

島根県立出雲養護学校

平成 27 年度 文化芸術による子どもの育成事業 巡回公演事業  

宮崎県立清武せいりゅう支援学校 

平成 2９年度 文化芸術による子どもの育成事業 巡回公演事業 

滋賀県鳥居本養護学校

参考資料の 

有無 

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 有   ・  無

申請する演目のDVDまたはWEB公開資料 有   ・  無

※公開資料有の場合URL 

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよびパス

ワード 
ID: 

PW:

A の 

提出が

困難な

場合 

今回申請する演目に近い演目で公演の様子

がわかる内容の DVD またはWEB 公開資料
有   ・  無

※公開資料有の場合URL 

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよびパス

ワード 
ID: 

PW:



№2(実演芸術) 

公 演 ・ ワークショップの内 容                         【公演団体名 津軽三味線 あべや】 

対   象 小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ）   ・   中 学 生 

企画名 津軽三味線・民俗芸能 邦楽ユニット LIVE！ 

本公演演目 

原作／作曲 

脚    本 

演出／振付 

日本の音を響かせ、日本人の心を揺さぶる 

津軽三味線邦楽ユニット LIVE 

●体を突き抜ける津軽三味線の響き 

○「津軽じょんがら節」など伝統曲だけでなく、幅広い

世代でお楽しみいただけるよう、あべやオリジナル

曲も構成。 

○尺八や和太鼓など他和楽器と、時に溶け合い時に

競い合う合奏曲を、効果的にプログラム。 

※撥で叩いて演奏する津軽三味線。弦楽器でありながら、

打楽器のような迫力と、心地よい独特の高音域を発する津軽三味線の魅力を十二分にお楽しみください。 

●自然と手拍子が出て口ずさむ日本人のソウル曲、民謡をたっぷりと 

○日本の東西南北の代表民謡の演奏に、客席の手拍子を

添えて。 

○ワークショップでも体験。北前船に乗り各地に渡った「牛

深ハイヤ節」。民謡歌手の唄に合わせ、皆さんの威勢の

良い唄囃子（掛け声）が、会場を盛り上げる。 

○リクエストにより地元（それを知るのは地域？県？それとも

自治会レベル？）の民謡を演奏し、皆で唄う。口承音楽を 

通して地元の風俗を知る、またとない機会。 

●重低音が会場を包み込む和太鼓の大迫力と体験 

○踊るようなバチさばきから、二人の太鼓奏者が複数の太鼓を変幻

自在に叩く「関東一番太鼓」。激しく変化するリズム構成が聴く・観

るものを魅了する重低音の世界。 

○児童・生徒さん、先生の参加による、太鼓を叩く楽しさ満載の体

験。 

●和楽器の王者、尺八の奥深い音色 

○奏者により自在に音域と伸びが表現される尺八の音色を、伝統曲またはオリジ

ナル曲で味わう。 

※音楽教材で多く扱われる尺八。形は知りながらも実際に、音を聴く機会は少ないと思い

ます。ソロのみでなく、他和楽器とのコラボや民謡伴奏での活躍にもご注目ください。 

※ワークショップでは、児童・生徒さんが一緒に音を出して体感します。 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通



●踊り・舞いのパフォーマンスが、視覚に飛び込む 

○滑稽な民舞「安来節」、風情あふれる「江戸寿獅子舞」、ハイテンポな「銭太鼓」。客席を巻き込み

ながら、和楽器ライブを沸かすパフォーマンスの数々。 

●和楽器演奏による校歌の合奏 

○津軽三味線、尺八、鳴り物が奏でる校歌演奏。小学校１年生から中学校３年生まで全員が知る母

校の校歌を、和楽器演奏をバックに大合唱。 

〇校歌の歌詞に込められた地元の風土や学校理念を、ワークショップから本公演を通して、みんな

で知り、あべや演奏・全員合唱で再発見します。 

●あべやと児童・生徒全員で創るみんなでソーラン

○運動会発表など、皆が慣れ親しむ「ソーラン節」。 

○代表者の演奏、あべやの合奏、全員の手拍子・唄、そして“オリジナル大漁旗”。各校の独自性を最

大限に引き出しながら体育館に、北の漁場を創り出す。 

じっくり聴く 

迫力を体感する 

一緒に唄う 

実際に体験で演奏する 

心躍る祭りを感じる・・・ 

邦楽・民俗芸能の魅力を、余すことなくお伝えするよう、上記の内容を 

メリハリある曲順で構成します。

作曲：阿部金三郎 他  

※休憩を入れる事も可能です。 

※実施校さんの実情に合わせて、曲順・曲目を変更する可能性があります。 公演時間（１００分） 



NHK ＦＭ「吉木りさのタミウタ」にレギュラー出演！ 

 著作権 ○ 
制作団体が

所有 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 

NHK FM 「吉木りさのタミウタ」
（毎週月曜 11：00～放送）の
「あべや楽器店」というコーナを

担当しています。

さまざまな民謡楽器をユーモア

あふれるトークを交えて、ご紹介

しています。

ラジオを通して、全国の皆さんに

その魅力を広めています。



演 目 概 要











演目選択理由
【思わず体が動く日本の音】 

電気的な音質や派手なビジュアルの映像が溢れる現在において、児童・生徒さんは受動的に聴く観る

ことに偏りがちです。体を突き抜けるような津軽三味線の心地よい高音。会場を振動させる和太鼓の重

低音。心に響く民謡の唄声。テレビやネットからでなく、自分たちの体育館を会場にした熱いライブで

お楽しみいただきます。それらは必ず渦になって、児童・生徒さん達の五感に届きます。 

【民謡は日本の風土に息づいている】 

どの地域、場所にいっても、そこで皆が口ずさむ民謡が必ず存在し、秋祭りや盆踊りなど昔からの行事

の中に日本の音が溶け込んでいます。お祭りの時の心躍る太鼓の音、盆踊りのやぐらでかっこよく民

謡を唄うお父さんの姿、その周りを皆で踊る高揚感・・・普通の日本人の生活風景の中に、民謡は存在

するのです。さまざまな体験を通して、自分たちの地域の貴重な財産を呼び覚ましてほしいと願います。 

【洋楽だけでなく日本の音も】 

音楽指導者が洋楽出身の方が多く、日本の楽器の演奏を十分に習うことができない現実があります。ワ

ークショップでは生徒さんが自分の手で津軽三味線、太鼓、諸楽器に触れて、その音色を体感し、本公

演では迫力あるプロの演奏をメリハリのある番組編成でお楽しみいただく構成をしています。日本の音

の魅力を凝縮した内容です。 

児童・生徒の共

演 ，参 加又 は

体 験 の形 態

【体験・参加の仕方】 

【ワークショップ】弾こう！叩こう！唄おう！踊ろう！

○実際に音を出してみる！ 

触れるチャンスが少ない津軽三味線。実際に持って撥で弾いてみよう。 

普段の生活では津軽三味線の弦を弾いて音を出す機会は皆無に等しいと思われます。プロの演奏

を聴くだけ観ているだけでなく、児童・生徒さん自身がその重さを感じ、演奏の難しさを体験して、理

解を深めてもらいます。 

ささら・あたり鉦・銭太鼓・笠など民俗楽器をご用意 

弦楽器の三味線・打楽器の太鼓だけが日本の楽器ではありません。先人の工夫から生まれた様々

な音が出る道具があります。それらを展示し、自由に触って音を出してください。 

○クイズから楽しく知る民謡 

あべやメンバーによるプロジェクター投影とコミカルなトークのクイズ 

北前船が佐渡、津軽の各港を辿りながら、全国に唄を伝えた変遷など、映像・トークを駆使して、立

体的に理解してもらいます。 

○児童・生徒さんのリクエストを即興演奏 

児童・生徒さんから自由に希望曲を募る 

ポップスから演歌まで、なんでも演奏？！します。 



○ペットボトル、リコーダーを、尺八代わりに吹いてみる。 

尺八と同じような音がでるか、全員で挑戦。 

尺八プロの演奏 ⇒ 代表の先生が尺八を吹く ⇒ プロがレクチャー  ⇒ 再度先生がチャレンジ 

⇒ 児童・生徒さんが持参したペットボトルやリコーダーで、尺八風の音に挑戦。 

プロの演奏を真似て、自分たちで音を出す楽しさを体験していただきます。 

○サプライズ演出！「白狐の嫁入り」に代表の児童・生徒さんが出演！ 
あらかじめ選抜された３名の児童・生徒さんが、邦楽ライブの 

オープニング「白狐の嫁入り」の出演者として、客席中央を歩きます。 

○太鼓を叩く 

プロの太鼓奏者が使う太鼓を何名かの児童・生徒さんに実際に叩いてもらいます。練習無しでの演

奏が即興的な楽しさを引き立てます。 

○地元民謡を聴く・唄う！  

各校さんに演奏希望の曲を伺い（リクエストがない場合でも、その地域の民謡を当方で選抜してご披

露します）、その民謡を、あべやが唄い、津軽三味線・尺八・太鼓で演奏をつけます。得意な人は生

徒さんでも先生でも、また近隣の人も舞台で唄いましょう。 

○民謡に参加 

一度は聴いたことのある曲に合わせて、手拍子と唄囃子（合いの手）で参加し、会場全体で民謡を

楽しみます。 

○日本人だれもが知る「ソーラン節」を、全員参加で完成！ 

津軽三味線・太鼓を、代表者が演奏。さらに雰囲気を出すために、サプライズで用意した各学校オ

リジナル大漁旗が、舞台で大きく振られます。他の児童・生徒さんは、元気な合いの手と唄で盛り上

げる、全員参加のソーラン節。 

○校歌を和楽器で演奏 

ワークショップでは、校歌歌詞にある地名や言葉について、あべやが皆さんに質問し、本公演まで

に調べてもらえるようにお願いをします。 

本公演では、代表の児童・生徒さんの発表の後に、あべやメンバーが和楽器校歌演奏をお届けし

ます。（代表の児童・生徒さんまたは先生にピアノ演奏で参加をしてもらいます） 

校歌の意味を知って、和楽器バージョンの校歌演奏をバックに、大きな声で歌ってもらいます。 

【本公演】参加プログラムが随所に！ あべやと創る邦楽ライブ



≪本公演にて。こんなことがありました≫ ～地元に密着した民謡～ 

平成２７年度 大分県宇佐市立糸口小学校 「糸口音頭」 

体育館が盆踊りの会場に！？ 

▲一人が踊り出すと次々に皆、踊り出し、会場が盆踊り会場に。

舞台上はあべやの演奏で唄う保存会の会長さん。客席後方にいた地元の方が踊りながら、児童

達の横をすぎます。その方に導かれ、一人の男の子が一緒に踊り始めます。音と踊りつられて、

他の児童さん、また先生方が続々と立ち上がり、気が付くと体育館が盆踊りの会場になりました。

※学校さんより、本公演前日に演奏希望をいただきました。当日、メンバー全員でポー

タブルプレーヤーを囲んで大急ぎでアレンジして、演奏を成功させました。 

平成２９年度 奈良県御所市立掖上小学校 「茅原儺々会の唄」 

唄と共に響き渡る合いの手 

学校さんは演奏を心待ちにしてくれて本公演当日の午前授業まで各組で練習していました。あ

べやの演奏と唄に合わせて、児童さん、先生方、そして保存会の方たちが全員で唄い、“ヨイソ

ラ ヨイソラ ヨシソラホイ”という各番の合いの手は、体育館全体に響き渡りました。 

※地元の伝統行事の様子を唄った曲で、昭和５年当時の同校校長先生が作詞、音楽の先

生が作曲したという、大変学校に縁のある曲との事です。 

平成２９年度 三重県松阪市立豊田小学校 「燃えて嬉野」 

この学校だけで生まれたリズムと踊り 

本公演前には、必ず各校さんに演奏をしてもらいたい地元曲の希望を確認します。豊田小学

校のご希望は、松阪市主催で開催される「嬉野おどろまいかコンテスト（既に２１回開催）」のテ

ーマ曲の“燃えて嬉野”でした。ポップ調のとても楽しいリズムで、あべやの演奏に合わせて、児

童さん、先生方が元気に唄い踊りました。



出 演 者

◆阿部金三郎／平成１７年 津軽三味線全国大会優勝 

◆阿部銀三郎／平成２２年 津軽三味線全国大会優勝 

【兄弟揃っての優勝者は未だ阿部兄弟以外例がない】 

◆根本麻耶／平成１２年 郷土民謡協会全国大会ハイライト優勝 

◆佐藤理加／平成２２年 しげさ節東京大会 優勝 

◆安藤龍正／部門別で競われる安来節全国大会で全部門優勝 

◆佐藤公基／平成１２年 少年少女民謡大会において優勝 

◆若獅子太鼓・三宅治／第 15回伝統音楽公演 日本の太鼓、伝統と創造において 

大太鼓一人打ち競技大会優秀賞受賞 他 

※阿部金三郎、阿部銀三郎以外の出演者は、日程により変更の可能性がございます。 

公演出演予定者数

(１公演あたり) 

出 演 者：  ７名

ス タ ッ フ： ４名

合   計：   １１名

体育館の状況（階数・道具搬入距

離）によっては、スタッフ１名増員有

機 材 等

運搬方法

積載量    １ｔ 

  車 長   ５．３ｍ 

 台 数   ２台 



№3(実演芸術) 

                                  【公演団体名 津軽三味線 あべや】

公演に当たっての

会 場 条 件

実施条件等確認書①をご確認ください。 

会場設営の所要時

間（タイムスケジュ

ール）の目安 

前日仕込み( 有 ・ 無 ) 会場設営の所要時間 (３時間程度) 

到着 仕込み 出演者到着 サウンド 

チェック 

ソーラン節の 

練習等 

 8 時 45 分 9 時 00 分～ 

11 時 30 分 

11 時 00 分 11 時 30 分～ 

12 時 00 分 

12 時 40 分～ 

13 時 00 分 

入場 本公演 内休憩 撤去  

13 時 10 分～ 

13 時 30 分 

13 時 30 分～

15 時 10 分 

10 分 15 時 00 分～ 

17 時 00 分 

※本公演時間の目安は、午後１時乃至２時からの概ね２時限分程度です。 

○本公演開始時間は、早める（１３時００分など）ことが可能です。 

○午前公演をご希望の際は、前日仕込みが必要になります。 

○体育館フロアの階数や形状により、到着・仕込み時間の繰り上げ、また退出時間の繰

り下げが発生する可能性があります。 

○ソーラン節等の練習は演奏及び、白狐の嫁入りに参加する児童・生徒さんのみです。

児 童 ・ 生 徒の

参加可能人数 

ワークショップ ７００名まで 

体育館の大きさによって、人数増が可能になる可能性がありますの

で、ご相談ください。 

参加型により、基本的に客席椅子は使用しません。 

本公演 ７００名まで 

体育館の大きさによって、人数増が可能になる可能性がありますの

で、ご相談ください。 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通



ワークショップ

実 施 形 態

及 び 内 容













ワークショップ

実施形態の意図 レクチャー学習の枠を超えて、音と踊りで体験・体感。 

実際に楽器に触れることを主体とした体験重視の構成です。“和楽器の音を出すのは、こんなに

難しい！でも楽しい！！” という印象が残るよう、解説・ご指導をします。 

○本事業向けに調達した津軽三味線・銭太鼓・ささら・当たり鉦などを各校に持参。それぞれに

触れることで、より和楽器を身近に感じ、親しみをもってもらう。 

○アニメーション・写真のデータをふんだんに取り入れたプロジェクター映像を交え、民謡が全

国に伝わる様子をわかりやすく解説。 

○三線・細棹三味線・津軽三味線の三種類を見て、またその音色を聴いて、その形状・特徴の

違いを実物で理解する。 

○クイズ形式で民謡の歌詞に込められた意味や背景を楽しく学ぶ。 

○津軽三味線の演奏を間近で聴いてもらい、本公演ライブへの期待を高めます。 

○尺八の音色を全員で実演してもらうため、ペットボトルやリコーダーをご用意いただき、代表の

先生による尺八体験の後に、皆で尺八と同じような音が出せるか、挑戦してもらいます。 

※衛生面を重視して、代表の先生には消毒済みの尺八、児童・生徒さんは自身で持参のペットボ

トル・リコーダーをご使用いただきます。 

特別支援学校で

の実施における

工夫点 

基本的には他の学校と変わらない公演を楽しんで頂くことを念頭におき、ワークショップ・本公

演を実施しました。 

平成 27 年度 宮崎県立せいりゅう支援学校 

事前に学校の先生と連絡を密に取り合うことはもちろん、せいりゅう支援学校さんでは過去に

経験のない生徒さん参加演目（白狐の嫁入りなど）のリハーサルを行いました。車椅子などに

寝たきりの生徒さんが多くいらしたので、体験で生徒さんが前に出る際の動線を事前に確認し

ました。また楽器体験の際も、撥で怪我をしないよう、弊社スタッフのみでなく担当の先生の補

助を頂きながら、三味線や太鼓の音色を味わって頂きました。 

平成 29 年度 滋賀県立鳥居本養護学校 

小学部から高学部まで年齢層が幅広い参加でした。特に小学部の児童さんが大きな音に驚く

可能性があることを、ワークショップ時、担当の先生に確認をしていました。本公演では、通常

より早めに舞台設営を開始し、あべやメンバーもいつもより早めに会場入り。担当の先生他、

小学部の先生方にも体育館でのサウンドチェックに立ち会ってもらい、トラブルが生じないレベ

ル調整を、音響エンジニアと舞台監督で綿密に行いました。結果、演出効果を損なうことなく、

公演後は、児童・生徒さんまた先生方も、存分に楽しめたという評価を頂戴しました。 

実施可能時期
実施可能時期スケジュール表をご確認ください。 



ID 分野 伝統芸能 種目 邦楽 ブロック 区分 A区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

可 必要数＊ 1室

不可 バン 2台 乗用車 1台

可

可

可

可

可 幅 高さ

可

可 なし

可

可

可

可 幅 5 奥行 3.5 高さ 3

可

可

可 緞帳＊ バトン＊

可 要 理由

可 要

－

可

可 50A

可

可

可

参加可能人数

搬入間口について
単位：メートル

来校する車両の大きさと台数＊

700人

2 2

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

理由

要

30m以内

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ バン×２台

音響機材、太鼓搬入物が重量なため

体育館３階以上不可

設置階の制限＊ エレベーターの設置等があれば2階以上も可

上演は主に舞台ステージを使用します。

その他特記事項

公演に必要な電源容量 ※主幹電源の必要容量

本公演について

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間(タイム
　　スケジュール)の目安をご参照ください。

フロアは、児童・生徒さん参加のコーナ及び展示コーナーで使用しますが広いエリアではありません。

不要ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊ 照明演出有り

ステージ上・フロアの両方

鑑賞可能人数

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用す
る場合の条件

要

学年の指定の有無＊

所要時間の目安
単位：分

指定学年＊ なし

指定位置へのピアノの
移動＊

※指定位置は会場設置図面に
　 て御確認ください。ピアノの調律・移動の要

否

フロアを使用する場合の
条件

バスケットゴールの設
置状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

不要 要

舞台袖スペースの条件＊
目安として２ｍ四方・上手下手片側
のみでも可能です。

WSについて

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

９０分

700人

【令和3年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

津軽三味線　あべや 株式会社　三六屋

控室について

項目

条件 舞台袖の使用も可能です。

1109

必要条件等

搬入経路の最低条件



幅 高さ

30ｍ以内

搬入車両の横づけの要否

会場図面(表記単位：メートル)

2ｍ 2ｍ搬入間口について

横づけができない場合の搬入可能距離

可能な限り

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

設置舞台

2.5

鑑賞位置

後方

トラック

展示コー

3.5 ｍ

5 ｍ

1.5
ｍ

スペースの

確保が必

スペースの

確保が必要

鑑賞位置
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ワウ株式会社
わうかぶしきがいしゃ

WOW

わう

代表取締役　高橋裕士

取締役　工藤薫

稲垣拓也

社員数：50名

星靖浩

150-0041

東京都渋谷区神南1-14-3

150-0041

東京都渋谷区神南1-14-3

03-5459-1100 03-5459-1101

代表取締役
取締役
取締役
取締役
取締役
取締役

高橋裕士
高橋秀明
於保浩介
森脇大輔
工藤薫
中路琢磨

７1997



1997 年 4 月

1999 年 4 月
2000 年 4 月
2002 年 4 月
2004 年 7 月
2005 年 4 月
2007 年 10 月
2010 年 9 月

株式会社デジタルメディアプロダクツ(代表取締役 高橋秀明)を仙台に設立 
Web のシステム&コンテンツの開発事業を行う
名称をワウ株式会社に変更。CM を中心とした映像制作およびプロダクション業務を展開
ワウ東京ブランチを開設
本社を仙台から東京に変更
東京本社を銀座から青山に移転
代表取締役に高橋裕士が就任
東京本社を青山から渋谷に移転
仙台支店を現住所に移転

2017 年 3 月
2017 年 3 月

2018 年 4 月
2018 年 4 月
2019 年 7 月
2019 年～

特になし

せんだいメディアテーク オリジナル企画展「ハレとケ展」内で展示
せんだいメディアテーク オリジナル企画展「ハレとケ展」内でBAKERU関連ワークショップ
「ペーパークラフトでお面をつくろう」を開催 
東京鹿踊（岩手郷土芸能）とのコラボレーションによるコンセプト映像を公開 
青山スパイラル「WOW Visual Design Studio ーWOWが動かす世界ー」内で展示
JAPAN HOUSE Los Angeles で個展「BAKERU: Transforming Spirits」を開催
文化庁「文化芸術による子供育成総合事業」（メディア芸術）で関連プログラムを実施

2014 年 9 月

2015 年 2 月

2015 年 8 月

2016 年 5 月

2016 年 5 月

2017 年 2 月

2017 年 5 月

2017 年 8 月

2017 年12月

2018 年 1 月

2018 年 3 月

http://bakeru.jp/

不要

BAKERU （WOWによるデジタルアート作品）:

縦糸横糸合同会社 （本プログラム共同実施団体）:

舞台芸術の創造と発信、そして地域に根ざした杉並区の文化活動の拠点座・高円寺『みんなの作
業場』企画にて、子ども向けの鹿踊ワークショップを開催
日韓芸能交流を目的とした公演 「マツリクロッシング」企画にて、国内外の観客向けの鹿踊ワーク
ショップを開催
子ども向けの体験型イベント「こどもの夢ひろば“ボレロ”～つながる・集まる・羽ばたく～」企画
にて、子ども向けの神楽ワークショップを開催
G7仙台財務大臣・中央銀行総裁会議時に仙台市が市民向けに企画した東北トレジャーズカフェ
「るるるる郷土芸能」にて子ども向けの鹿踊ワークショップを開催
東京豊島区のとしま未来文化財団主催の「日本の民俗舞踊～踊り手が語るその魅力・祈り～」企
画にて観客向けの鹿踊ワークショップを開催
宮城県主催事業「文化芸術の力による心の復興フォーラム」企画にて地域の郷土芸能体験ワーク
ショップを企画
岩手県主催事業 「訪日外国人向け伝統文化鑑賞・体験プログラム開発事業」にて、外国人向けの
各地域プログラムを企画、ワークショップを開催
八戸市主催事業「八戸ポータルミュージアムはっちプロジェクトDASHIJIN」にて教育プログラム
を企画、子ども向けのお祭り参加ワークショップを開催
和太鼓や神輿の製作を行う宮本卯之助商店との共同企画で「訪日外国人向けの祭り・郷土芸能
体験プログラム」にて外国人向けの鹿踊ワークショップを開催
郷土芸能の衣装や道具を支える人の創出、育成を目的とした「カグラツクル」を自主企画、ワーク
ショップを開催
日本自然保護協会主催の「日本の伝統文化のなかに生きる動物たち」企画にて、子ども向けの鹿
踊ワークショップを開催



最大120名程度
（１時限あたり40名程度が体験可能のため、人数が増える場合、時限数相談）（2日目）

（1日目） 　　　　　　　120名程度

BAKERU  ー デジタルアートで「体感」する郷土芸能の世界 ー

WOW

郷土芸能の鑑賞、レクチャー、およびワークショップ

「BAKERU」の体験

1日目

2日目

※ はじめに、前年度プログラムの記録映像をご覧ください
https://vimeo.com/313292823

デジタルアートとは何か、について分かりやすく紹介します。
また、郷土芸能と「変身する」ことのつながりについてお話します。

郷土芸能の一例として、岩手県「行山流舞川鹿子躍」を実演。
作品のモチーフになった実際の芸能を鑑賞します。

「変身する」ことをテーマに衣装について解説し
着付け体験などを通して芸能に触れ、理解を深めます。

ワークショップで制作したオリジナルの体験用お面を使って
デジタルアート作品「BAKERU」を体験します。

それぞれの想いがつまったお面。他の参加者がどのような
コンセプトで自身のお面をデザインしたか、見て考えます。

レクチャーを参考に「自分が変身するとしたら」をテーマに
オリジナルのお面を制作。2日目の体験で使用します。



工藤薫（ディレクター）,
佐藤宏樹（テクニカルディレクター） アシスタント（エンジニア、デザイナー）2名,
稲垣拓也（プロデューサー）,
山田雅也（ワークショップコーディネーター） アシスタント4名（演舞演者を兼ねる）

BAKERUは東北に古くから伝わる4つの郷土芸能（なまはげ、早乙女、鹿踊
加勢鳥）をモチーフにした、体験型のデジタルアート作品です。スクリーンの前
に立って顔に体験用のお面をつけると自分の姿が変化し、それぞれの芸能の
世界観で様々な体験ができます。現代的な視点と新しい表現を通して伝統文
化に触れることで、その奥深さを広く知ってもらうことを目的にしています。

▶デジタルアート作品　『BAKERU』

伝統文化の豊かな世界観に、デジタルアートを通して触れる

1日目は、①郷土芸能のレクチャーと実演、②体験用のお面制作 を行います。①では、有史以前から続くお面を使って「変
身する」という行為をテーマにお話した後、例として「東京鹿踊」による実際の演舞を鑑賞します。②では、「自分が変身する
としたら」をテーマにBAKERU体験用のお面を参加者がカスタマイズします。子どもたちが自身の「願い」と「それに対応す
るデザイン」を考えて制作することで、芸能で衣装が果たす役割を深く学びます。

▶ 1日目（芸能実演とワークショップ） のねらい

2日目は、体育館に設置したスクリーンでデジタルアート作品「BAKERU」を体験します。ここで1日目に制作したオリジナ
ル面を利用することが、より深く作品に入り込み、体験を記憶に残すきっかけとなります。（感染症の流行状況等に応じて一
回の体験人数や待機方法を柔軟に調整します）

▶ 2日目（デジタルアート体験） のねらい

バン3台程度よる機材搬入を想定

1

5

3

計10名

　長い時間を受け継がれてきた郷土芸能には、自然、人の生き方、願いなど、大変豊かな世界観が内包されています。しか
し、今日を生きる子供たちはそれらに触れる機会が多くありません。デジタルアート作品『BAKERU』は東北の郷土芸能を
様々なリサーチを通してデジタルアートに昇華させた作品です。本公演は、デジタルアートという普段とは違った体験を通し
て、子どもたちに伝統文化に対する新たな気づきやまなざしが生まれることをねらっています。



前日の夕方に機材搬入、また当日もしくは事前に
ワークショップの打ち合わせを行います。

イントロダクション　（10分）
郷土芸能レクチャー　（10分）
郷土芸能実演・体験　（20分）
ワークショップのイントロダクション　（5分）

体験用お面制作（40分）

1日目のまとめ（5分）

休憩　（10分）

開始1～2時間前学校到着、打ち合わせ

1時限目
（45分想定）

休み時間

2時限目
（45分想定）

WOW

BAKERU体験　（25分）

参加者の制作お面鑑賞　（10分）

本企画のまとめ　（10分）

1時限目
（45分想定）

前日の夕方に機材搬入を行います。

開始1～2時間前学校到着、打ち合わせ

（2日目）（1日目）
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この作品では「なまはげ」「鹿踊」「加勢鳥」「早乙女」の 4 種類の伝統

行事をモチーフにし、WOW の解釈を加えてビジュアライズしました。

スクリーンの前でお面を付けると、自分のシルエットがそれぞれの姿

に変化して、その行事が人々にもたらす恵みがアニメーションで映し

出されます。自分以外の存在、人間以外の何者かへと “ 化ける ” という

不思議な力を、楽しみながら体験する試み。東北の風土が生んだ伝統

文化に、まったく新しい表現を通して触れてもらうことで、その価値

を次の世代へ受け継いでいきたいという願いを込めた作品です。

東北に古くから伝わる祭りや伝統行事をモチーフにした体験型の映像

インスタレーション作品。スクリーンの前に立ってお面を顔につける

と、自分の姿がいつしか自分ではない何者かに変化します。現実から

空想の世界へと入り込み、その姿で様々な体験をすることができます。

作品の対象となる東北の伝統行事の中で特にユニークなのが、１年の

決まった時期になると各地に現れる “ 神の使い ” たちの姿。三陸地方に

伝わる「鹿踊 ( ししおどり )」や、簑 ( みの ) をかぶった若者に水をか

ける「加勢鳥 ( かせどり )」など、人々はお面や衣装を身に着けることで、

豊作や無病息災をもたらす存在へと変身するのです。

http://wowlab.net/http://www.w0w.co.jp/

東京、仙台、サンフランシスコに拠点を置くビジュアルデザインスタジオ。CM やコンセプト映像など、広告における多様な映像表現から、

さまざまな空間におけるインスタレーション映像演出、メーカーと共同で開発するユーザーインターフェイスデザインまで、既存のメディアや

カテゴリーにとらわれない、幅広いデザインワークをおこなっている。

実際の作品や鹿踊の様子はこちらで動画でご覧いただけます。 http://bakeru.jp



デジタルアートで「体感」する郷土芸能の世界

令和３年度　文化芸術による子供育成総合事業　　巡回公演事業

郷土芸能の学びと作品体験のためのお面作り1日目

2日目 デジタルアート作品『BAKERU』の体験

ワークショップで作った体験用のお面を使って、デジタルアート作品『BAKERU』を体験します。 

▶ BAKERU の体験

”東京鹿踊 ”による演舞を鑑賞。
お祭りの意味や衣装について解説し、着付け体験をします。

「自分が変身するとしたら」をテーマに、デジタルアート体験の
ためのお面を自分でデザインします。

▶郷土芸能 実演・体験 ▶体験用お面制作ワークショップ
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